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Crystal growth and dislocations. By A. R. Verma. 
The interpretation of X-ray diffraction photographs. By N. F. N. 
Henry, H. Lipson and W. A. Wooster. 
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BROAZROB is 高 屈折 率 浸 液 の 総括 と 分 類 外 8 住 
岩石 学 及 び 大 山 学 相 二 標 準 法 に よる 岩石 の 分 光 分 析 Ke 3 件 
金属 鉱床 学 Ate Peru, Chilete HilsHoB—mMPoKMR HS 件 
Bh KR 学 ARV OMA 外 3 件 
窯業 原料 Kw 自 格 石 二 コラ ンダ ムー ス ビ ネル 及び 白 栃 石 一 

茸 土 格 ち らん 石 一 ス ビ ネル の 三成 分 系 外 3 1 
参 考 科 学 蒸 飲 法 に よる [上 石 中 の アル カリ 金属 の 定量 外 1 件 
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会 報 


会 員 動 静 [新入 会 ] 加藤 昭 ( 東 京都 文京 区 東京 大 学 理学 部 地質 学 教室 ), 京 谷 公 雄 ( 名 
SBT RRS Bi 303239 HELIS), 水野 武夫 (岐阜 県 羽島 郡 企 松 町 春日 町 ) 
[転居 及び 転勤 ] 吉田 雅 (会 津 若松 市 江 町 米代 2 の 740), N_ESRS (BREA GB 
市 町 津和野 高校 六 日 市 分 校 ) , 槍 田 邦彦 (福岡 市 下 化 固 浦 谷 13 の 1), 山口 孝三 (神奈 川 県 相 
模 原 町 下 九 沢 1751) , 薄井 広 市 (富山 県 上 上 新 川 郡 大 山 町 小原 27 日 本 黒鉛 鉱 業 K.KK. FE 
鉱業 所 ) , MERE (群馬 県 沼田 市 戸 神町 第 一 久 業 区 .KK. 戸 神 鉄 業 所 職員 寮 ) 

(MI) 本 会 々 員 池 内 広大 御 逝 去 の 報 に 接し , DICKARABA CRIEORtTRTI So 


新 Tl 紹 介 


Crystal growth and dislocations. By A.R.Verma. 半 品 の 成長 と 転位 と 題し 
た 本 書 は 最近 の 転位 論 の めざまし い 発 展 を 述べ た も の で ある 。 転位 と は 原子 配列 の くい 
SBWERO, 結晶 の 螺旋 状 成 長 は これ に よ つ て 証明 され る 。 こ の 考え は 既に 20 年 前 に 
BASH, 最近 , 電子 顕微 鏡 或 い は 位相 差 頭 徴 鏡 等 に よ つ て この 存在 が 撮影 , 」 
RAS NSCB, 先ず 第 1 章 で 結晶 成長 の 理論 を 述べ , 第 2 誤 で 完全 結晶 の 成長 
を 理論 的 に 説明 し , 次 いで 第 3 誤 で 不 完全 結晶 の 成長 と 転位 の 関係 を 述べ て 理論 の 部 を 
終り , 次 に 第 4 剤 で これ ら を 和 観察 する 方 法 を 述べ , 更に 第 S BBS 8 BCSRKOF 
在 を 引用 し て これ が 実在 を ぁ あげ, 第 9 CHM (polytypism) と の 関係 を 述べ て 結ん で 
いる 。 結晶 の 成長 の 研究 者 に と つて 良い 参考 書 で あろ う 。 (KX 182 頁 , 附図 76, 発 
行 所 Rutterworths Scientific Publications, London. 1953 年 発行 , 1806 円 ) 

[大 森 ] 

The interpretation of X-ray diffraction photographs. By N.F.M. Henry, 
H. Lipson and W. A. Wooster. 本書 は X 線 結晶 学 の 参考 書 と し て 編集 され た る も 
DC 普通 用 いら れ て いる X 線 法 の 総 て が その 写真 の 読み 方 , 計算 の 仕方 及び 理論 と 
共に 述べ られ て いる の で , 大 学院 の 教科 書 と じ し て も 用 いる こと くく 出来 よう 。 ETH 1B 
乃至 第 STC, MALTA, X 線 及 び X 線 反 射 と 導 格 子 が 述べ られ , 次 いで 第 4 
で 単 結 晶 と 繊維 結晶 の X 線 撮 影 法 が 記さ れ , 第 5 BRS 7 BCHRFHR, Laue 
写真 及び Weissenberg 写真 の 解読 が 述べ られ , 更に 第 8 BRB IRC, Meh, 
双 卓 或いは 多 結 量 集 合体 に つい て 方 位 を 決定 する 方 法 共 記さ れ , 第 10 RBH 17 Bw 
に 更に 詳細 な 説明 と 補足 が 加え られ , 特に 巻末 に は 表 に し て 計算 に 必要 な 種々 の 項目 が 
附 記 され て いる 。 (本文 258 A, 附図 231, 発行 所 McMillian Co. 1953 年 発行 
2300 円 ) [KR] 
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The diversity of the Tanohata granitic mass, northern 
Kitakami mountains, Iwate Prefecture. 


Aq Ot 38 = (Ktyohiko Ishii)** 
+ #& A & (Tadamasa Sendo)** 
ki FA 良夫 (Yoshio Ueda)** 


Abstract : The Tanohata granitic mass, northern Kitakami 
mountains, Iwate Prefecture, shows various rock facies. The granitic 
mass is Classified into six types by the rock facies as follows. 

1) Moichi type — hornblende biotite granodiorite 
) Hagiu type — hornblende biotite granodiorite 
) Otomo type — biotite granodiorite 

) Kawaguchi type — biotite hornblende granodiorite 
5) Otanabe type — hornblende biotite quartz monzonite 
) Shimoakuka type — hornblende biotite quartz monzonite 

It is concluded that the Tanohata granitic mass is the composite one, 
being the product of successive intrusions of the above-mentioned types 
and the order of intrusions is as follows, that is, at first the Kawaguchi 
body occurred during the last period of orogeny, the second is the Moichi 
and then the Hagui and the Otomo intruded successively. The Otanabe 
erupted in the north contemporaneously with the Otomo, and at last the 
Shimoakuka occurred as a separated minor body intruding into the 
Otanabe with very sharp boundary between both of them. 


緒 言 
NN RA rh A 
BPE RS は 岩 相 の 変化 が 特に 著しい 。 同 一 岩 体 た 於 て か ゝ る 著しい 岩 


te eee も 関連 し て 重要 な 事 で あり , 叉 種々 


* 上 香 本 地質 学会 第 92 年 学術 大 会 講演 
** 東北 大 学 理 学部 岩石 夏物 夏 床 学 教室 


SG RO & ab 


LEMMA ARUA OMT OMAA 


TT 
tO an iS 


lay 


Inn 


nm 
ie anes 


EE 179 


の 抽 味 おる 問題 を 提供 する も の で ある 。 

SSSI 26 年 以来 北部 北上 山地 岩泉 町 東部 の 地質 を 調査 する 機会 
を 得 , 岩泉 町 北東 部 に 於 て 稽 広範 囲 な 分 布 を 示す 花 岩 体 が 非常 と 串 装 な 
岩 相 変化 に 富む 事 に 注目 し , 基 の 分 布 , 岩石 学 的 性 質 を 明 に せん と 努め で 
来 た 。 本 地域 の 地質 岩石 の 概略 は 既に 報告 り し た 通り で ある が , KIEBE 
RIC BEC OPPS — ISS SCHED CHEL, BRO MEW sees 
WSS, 


地 質 の Rt 較 


本 地域 の 地質 は 第 1 図 * に その 概略 を 示し じ た 通 り で , TERE RIA BAIT 
長い 分 布 を 示し , 中 心 部 は 下閉伊 郡田 野 畑 村 の 大 部 を 占め て いる の で 便宜 
上 田野 畑 花 賠 岩 体 と 命名 すす る 。 中心 部 の 東西 の 巾 は 約 TS HCHSR, その 
南部 西側 は 岩泉 町 の 北方 内 ノ フ 沢 , 松坂 峠 附近 で 急激 に 市 を 狭め , 小 本 川 を 
越え て 岩泉 町 彼 沢 附近 で 古 生 層 と 接する 。 田野 畑 花 届 岩 体 の 北方 は ルー フ ブ 
ペン ダン ト を 隔て ゝ > 二 つ に 分 れ , FORM HRI CIE AIC 
び , 野田 村 至 川 附近 で 没 す る が , 西側 の 部 分 は 普代 村 茂 市 より 東西 に 長い 
帯状 を 示し , BABE CHES LETS, 


第 1} 図 で は 本 地域 の 堆積 岩 類 を 時 代 別 に 分 け て 示し た が , 各 玲 積 岩 類 及び 之 に 関連 す 

る 大 帆 岩 類 を 簡単 に 記述 する 。 ; 

現世 層 一 砂 , Be. FALE OMY. 小 本 有川 の 下流 に 治 つ て 平地 を 構成 する 。 

更新 謙一 海 触 段丘 と , 河 座 段丘 と を 構成 する も の と の 二 BO Yo 前 者 は 東部 海岸 地域 
の 中 生 層 を 禁 つ て 段丘 面 を 構成 し , 後者 は 主として 小林 川 の 流域 に 小 分 布 を 成す 。 何 
れる も 砂 , B HELO MS. 

第 三 紀 層 一 岩泉 町 附近 に 小 分 布 を 示す る の で , HELUCHA DWE ABOTSL IR 
る 。 

中 生 層 一 本 地域 の 中 生 層 の 層 序 は 次 の 如く で ある 。 

RABE (浦川 統 ) ZB? 砂岩 , 砂 質 頁 岩 , BA BRAMA, 泥岩 等 の 
層 よ り 成 り , 北部 玉川 附近 の 海 昇 に 分 布 す る 。 

下部 自己 紀 層 上 部 (WRK) FIA. Rie Bee. 磁 岩 質 砂 岩 , Hie 75 Bike 
HMBORBLOMY, 稀 に 頁岩 を 挟 有 する 。 平井 賀 , 茂 師 等 の 海 早 に 小 分 布 を 成 
る 


1) BE, 植田 良夫 , 山岡 一 雄 , 山 江 徳 載 ; Ba, 37, 41~50, BF 28 
3 i i iio ons 参加 し た 際 行 つた も の で , 田野 畑 花 
岩 体 を 含め て 乏 よ り 東 部 は 筆者 等 が , その 西部 は 東北 大 学 理学 部 地質 学 古 生物 
MERIC CHE LILO ChE, HUMIC LO-SENRL, BRE 
Ui ALAA BAS GEDA D RICK AOD RE RT So 
2) 佐々 保雄 ; 地質 , 39, 401.430, 昭 7 
3) H. Yabe and Yehara; Téhoku Imp. Univ. Sci. Rep., sec 11, vol, 1. 
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第 2 図 Variation diagram 
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第 3 図 
O-KF-PL diagram MF-PL-O+KF diagram 


MF 


\ Me 


300 {\9 


PE pl: 


1 penal 2 萩 生 型 S Cpe 4 Jip a(1) 4” J ae(2) SAMBA 6 PP seReRE 


EN 
: Ne +KF 


iy) ey 


Be Biss Ae 181 


THAZCEPR ROU RUA RUCIEES SICH, Meee ee 
し , 凝 灰 質 頁岩 , OE, MESERETS, BEM RUIEE ARTS. 

TREECE TS (RGR) NAB? 主として 頁岩 , 砂岩 の 互層 より 成り , DKA 
小 本 及び 中 野 附 近 に 小 分 布 を 成す 。 
BRA EE? DERUDRHHEOERtELL. 黒色 頁岩 , HERESOMBL 
挟 有 する も の で , JIC CAMBBOF + —} EB TEREMRORMNICIE C38 
達する 。 

上 部 ジュ ラ 紀 層 ! 主として 砂岩 , 粘 板 岩 の 写 層 よ り 成 り , 地域 の 南西 部 岩泉 町 附近 に 
吉 生 層 に 挟ま れ て で 分布 する 。 


古 生 層 * 一 LU CEREBRO AM RD tiie We, Bike, Ye 


miata, FX—-}SORBIKYOMS, 


BS ih 7E me SS 


Ae RULE eee ET SEMA LOMO, それ 等 を 分 類 す れ ば は 次 
の 如く 6 型 に 分 ける 事 が 出来 る 。( 第 4-7 KBR) 

1 Reb Ae BEA EMBs 

2 FAR Na RSS mR 

3 7 per Se E/E aD 

4 JABS A AE mee 

5 KAMA NABER EV Y= 

6 下 安 察 型 角 関 石黒 雲母 石英 を モン ゾ = 岩 

之 等 各 岩 型 の 分 布 は 第 1 図 に 示し た 通り で , 分 析 結 果 及 び Norm は 第 
1 RX, 叉 之 か ら 導 か れ た diagram LAL 2, 3-MCHLK 
1 ShVAHSZERtmMeS (第 4 図 左 ) 

本 岩 型 の も の は 普代 村上 茂 市 , 落合 と かけ て 分 布 し , HO rea ems 
緑 岩 の 周 線 部 に 見 られ る も の で , FAEMMIC BAL PROE MN C 
(BAIT A BRART 
BEI CHERAB CEMS Wo BEE RT VORSS. 正 長 石 一 量 は 少 
< ek EEL CRMIABERI. 告 長 石 一 量 最 も 多く , ABOBKAUCH 
片 双 卓 , ペリ クリ ン 双 品 , カル ルス バド 双 品 等 が 発達 し , 叉 展 々 累 帯 構造 が 見 られ る 。 


) 石井 清彦 , 植田 良夫 , 山岡 一 雄 , 山 江 徳 載 ; 岩 破 , 37, 41~50, AG 28. 
).H. Yabe ; Téhoku Imp. Univ., Sci. Rep., sec 11, vol 1. 
) 
) 


AsgeE, 植田 良夫 , 山岡 一 雄 , WPS 前 出 
小 絡 義男 , 長谷 弘 玉 郎 , 工藤 一 , 三 留 孝 ; 日 本 地質 学会 第 62 年 学術 大 会 講演 
上 述 の ジュ ラ 妃 乃至 自己 紀 に 属す る 地層 は 従来 古 生 層 と 思わ れ て いた も の で あつ 
て , これ 等 と 類似 の 岩 相 は 古 生 層 中 に も 相当 広く 認め ちら れる 。 従 つ て 古 生 層 中 に 
更に 中 生 層 に 属す る も の が 存在 する 可能 性 が 多い 。 
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Ble 岩泉 町 北東 部 田野 畑 花 賠 岩 体 の 分 析 値 及び Norm 
Analyst; Yoshio Ueda 


I 2 3 4 4 5 6 Tene 
i nt I me pin HU) Ka z 
Constituen 散 市 型 | seam] Ze we Blas sae tee) Jey, 
SiO, 67.50) 70.38, 70.86] 63.15] 63.02} 68.00). 73.74) 76.95 
Al,O: 15.77} 16.11] 15.50} 17.01) 13.66! 15.40) 10.83) 12.59 
NRO 261) A637) VASE SO 2 54 2. EC ES 
FeO 2:95) 1219) SRG) S2-53\0 S373 2229) EO Osh 
MgO 1282) 9-91.00) 0.84 =5.2.60)) 2:76) 1°64) SSO 22 
CaO AAU 3:65 :3.18) 5:09" 55:66) 27a EOS 
Na,O L990 4-22 |) CASA LI 64093) eC Ooi om) mn 
K,O SON 175i see OF ol OLS ug. Oc ROY 
SO O14 EOA2ZN 0.43} 0.40) 0.41) 0.78) 0.30) 9.10 
OE 0.06} 0.16) 0.18) ~0.10) 0:12) 0.101 0.18) 0.06 
IOs Q@.25) 0:29) O26 0:41) (0'49)- 0:28) 10222 on 
P.O; 0.02; 0.02) 0.04] = 0.02) - 0.03; 0.03; 0.02) 0.03 
MnO O: LOU SOL07 |" < O210 NS OTT Ok EO OO mone 
Total 99.78] 100.51} 100.33) 100.01} 100,42 100.38 100.26, 99.49 
Quartz | 81.86) 30.18) 29.04) 24.36) 14.28} 31.86) 34.44 45.42 
Orthoclase 16.68) 9.45) 10.56) 21.68) 6.12) 18.90) 17.79) 35.58 
Albite | 16.77| 35.63} 38.77] 13.62) 41.39) 16.24) 31.44, 8.38 
Anorthite 22.24) 18.07) 15.85} 25.30): 12.23). 21.41|~ 8.89)- 5.56 
Corundam 12335230: 3215 0320), let —| 0.92 — 2.48 
Diopside 13.14 — 7.88 = 
Hypersthene 6.71\— 3.16) "2/66 7/82) (802) SEO SO ae O.C0 
Magnetite 3771 ee OS eee OO AES 7| ES SA SA 0.23 
Ilmenite } O46 206104655 O76 OO NE OC ETOAC — 
Hematite —| oe Len 
Normative Abs Ab Ab Ab, Ab, Ab Ab Ab; 
plagioclase Ato Adgo be | Ati] AMog Atay} Atygl Alga 


RR —faPlG CEE CEE EL, ev ay, BRBSEaRTS, X: BB 
i Z: Be 角 図 石 一 概ね 他 形 で ある が 時 に 半 自 形 を 示す 。 XX: RRA 2: 
緑色 IRA SR RRO, Yay, OCR. HE 


MN AKE, RS, 沼袋 と か け て 分 布 し , FRAICHE CHO 
WEE TH So 3 

石英 一 量 は 多く 他 形 で , 肉眼 的 に 稽 粒状 を 呈す る が , TAGE PK CRMERERLA 
さ な 結 品 の 集合 体 な つて いる 。 ~ 正 長石 一 量 は 少く 不 規 央 な 形 で 他 鉄 物 間 を 去 塩 し て 
いる 。 人 稚 長 石 一 自 形 乃 至 半 自 形 で 量 多 く , RAR AV 7V0YRME, カル ルス バド 
Buin» 系 帯 構造 等 が 発達 し て いる 。 周 線 に ミル メカ イト を 作る も の が ある 。 Re. 
THRO RR VAR RRA C 8 S SABA L 7, 是 つ C 軸 方 向 に も 結 品 が 発達 し て 来る 。 ※X : UR 


* 後述 する 下 安 守 型 を 貫く アブ プラ イト の 分 析 結 果 を 参考 まで に 掲げ た 。 
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se 4 BY AE: penis OF Bm Ss 
AP : fal EO PASE SEL (crossed nicols) 
AE : KAM (EM RAO BME 
GR : le) LO EGES BE (crossed nicols) 


~~ 


AE Ouarez, Or 5 Ortnoclase, Pl ; Plagioclase, 
Bi ; Biotite, Ho; Hornblende, Ti ; Titanite, 
Mt ; Magnetite, 


184 a We DO Ue KR AS BB 


5M LAE; CRE MRA OM BE FE 
左下 : MLOWERBEZE (crossed nicols) 
右上 ; JI PEMA 2 it eS 
AP ; LORE (crossed nicoss) 


8 


4 


nn, 


Qz ; Quartz, Or ; Orthoclase Pi ; Plagioclase, 
Bi ; Biotite, Ho ; Hornblende Ti - Titanite, 
Mt ; Magnetite, 


t se 185 


> 


研 FE 


; JIA 2S (2) (ome © OF SS 
左下 > LEO SESE EE (crossed nicols) 
右上 ; 太田 名 部 型 石 英 モ ン ゾ = 岩 の 研 應 面 写真 
wa PF ; 同上 の 顕微 鏡 写 真 (crossed nicols) 


ay 
(ep) 
Vs 
t Bt 


Qz; Quartz. Or; Orthoclase, Pl; Plagioclase, 
Bi; Biotite, Ho ; Hornblende, Ti; Titanite, 
Mr Masnetve, Ap 7 Apatite, Ch > Chiorite, 


186 a 7 thi Oh WB A ab 


& 7M Lk; TRRMRRtYY = SOUEMFR ot, Z ; Bee ANAK 
下 」; EO #833 2 (crossed nicols) ZERSVCLEN THILO BIBI 


至 半 自 形 を 呈す る も の が 多い 。 
AROS, TRIG, Be 
eee vay, HoasRs 3 
mm に 達する も る も の が あり , wm 
分 録 物 中 量 が 最も 多い 。 
3 CRBSSAERAES 
(第 5 図 左 ) 
岩泉 町 乙 茂 附近 か ら 続 右 
山 , 3233, SUPA WIC ARG 
範囲 に 分 布 し , 各 岩 型 中 最 
も 優 白質 で 且つ 最も 粘 粒 な 
femDNiea CHS. ANG 
は 全く 計ら れ な い e Raw 
中 に ば ペグ マタ イト 涯 脈 
非常 に 多く , 種々 の 録 物 り 
REA CWSo LORHO 
風化 帯 に は 黒雲 母 か ら 変 質 
し た 蜂 大 が 生じ て いる 5。 
石英 一 径 ミー~10mm に 達 す 
ZKEEHREAT DOL, 他 
Mae KITA LOL OM 
BAY, ARO % OVS KAA t 
AC < REEGRE AL OS 
TER A— SO & te する も 
DCHILD Wo SE —AKAR 
型 の も の と 頑 ど 同様 で ある 。 
黒雲 母 一 径 5~10mm に 達 す 


る 大 型 の 自 形 結 品 で , C HOW 


Oz Ouaxtz, Or ; Orthoclae, 


= YEE ペペ > 
Pl ; Plagioclase, Bi ; Biotite, Ne k ¢ FRE S~ 10mm に 
Ho; Hornblende, Mt ; Magnetite wT SERROIOD BE < 


な い 。 © RU ROH, TR 
KA» WERE VV AY SE CHRAO MIREHO POEL YB 


4 IID PBRBRAiRMBeSA (第 5 NA, 第 6 MA) 


1) KRE-, 長谷 川 修三 ; BH, 39, 91-98, HB 30. 


= 
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RBM IN OLD SRB KOPRITCIB OC HALIC DAFT SLO, 南北 
方 向 の 片 理 が 著しく 発達 し , 岩 相 が 非常 に 不 均質 で 捕獲 岩 の 極め て 多い 麻 
PUEETE Ma CHOC, 後述 する 如く 混 生 岩 と 見 られ る も の で ある 。 中 粒 
で 有色 鉱物 が 多く , BAAR LBA BACKS. MAID ORE 
で 本 岩 か ら 他 の 岩 型 に 見 られ な い Ni, Cr の 微量 成分 が 検出 され た が 之 
に 就 い て は 別に 報告 する 積 り で ある 。 

右 英 一 一 般 に 波動 消 光 を 示す も の が 多く , 他 形 で 量 は 少 い 。 正 長石 一 か な なり 多量 に 
合 む も の か ら , BEZESERVYOECHS, その 量 は 不定 で , AMAIA cms 
MEL COS, 録 長石 一 自 形 乃 至 半 自 形 で 量 が 多く , RHE. KHMER, XY 
クリ ン 双 上品 , カル ルス バド 双 卓 等 が よく 発達 し , BPH RT OU POMBE 
OSB (An 70~90) より 成り , 之 は 輪 廊 が 不 規則 で xenocryst と 思 は れる も の で , 
之 を 包ん で 酸性 の も の が 規則 正しい 昧 帯 構 造 を 成 し て いる 。 黒雲 母 一 角 関 石 に 比べ て 
量 は 少く , 他 形 で ジル コン , BRASt ARTZ ORS, BAL RENCE RTD 
の が ある 。 X: UBER 7: BRR 角 関 石 一 量 多 く 半 自 形 乃至 他 形 で ある 。 交 : 淡 
黄 神 名 2: BR HRORMTAKG, BER. A. vray, 

5 AHARHBNESSREREVY=s (第 6 MA) 


SEN AHS SAD b BAN E/N OFEEHERIC ATL, FAR ED» 
か つた 灰色 を 量 し , IIPERX et SPRUBMAOBAC, (BoC hw 
RETA MABE ROMICIRN DS PRR PICILERORRRY Bt SD 
FT FA VARPBGREV CWS. ) 
石英 一 他 形 で 量 は 多い 。 EXA—theMt el, SSALIMSENBL LOS 
Wo SER AUDEK RUCK, AV 7VY RE, DIVANYRE, BH 
構造 等 が 発達 し て いる 。 BEE CHMALMEETCH So X: KHBEA 2:8 
赤褐色 角 了 図 石 一 他 形 で 多 色 性 は 著しく な い s 副 成 分 鉄 物 一 橋 石 , 磁 鉄 鉱 , IRA, 


ジラ ツレ 


6 FER SMESESEREvY=# (第 7 図 ) 


安 家 川 の 下流 下 安 家 附近 の 県 道筋 た 小さ な 分 布 を 示す も の で , 細 沙 の 半 
石英 一 他 形 で 長石 に 比べ 量 は 少 い 。 正 長 石 一 斜 長石 と 略 等 量 で , thie HEL 
て 不 規則 な 形 を 示す 。 人 鈴 長 石 一 自 形 乃至 半 自 形 で 双 品 は 太田 名 部 型 の も の と 同様 で あ 
Bo 黒雲 母 一 半 自 乃 至 他 形 で , AABLMSEMAZLVUSECHS, %: KR 
f& 2: Bis ARAB “AChBbe XX: RRR 2 ie 副 成 
RSE, VK, DUVAIY, REGS, ARES 
$BBWAOW 


CR 
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野外 に 於 ける 観察 で は 茂 市 型 , REM, CMe < eL, ZEAE 
の 間 に は 境界 線 を 示す 様 な 攻 入 関係 は 認め られ な い 。 肉眼 的 , Bie sen 
窒 の 結果 及び 分 析 結 果 GH) に 於 て も 之 の 順序 に 酸性 度 を 増し , 岩 相 
は 少 移 的 に 変化 し て 其 市 型 一 萩 生 型 一 乙 茂 型 に 移 過す る も の で ある 。 之 の 
三 者 に 於 て は 後者 程 後期 の 導 入 で ある 事 は 明か で , HOR MOREADST 
われ て 未だ 之 が 完全 な 固 結 を 見 な い 中 に , 中 心 部 の 結 量 の 発達 し た 部 分 か 
MIYRU CRHEAL CRE LOC, HAH, CRMICMROGER LR YE 
する 石英 の 二 者 が 存在 する 事 , 後者 程 結 量 の 発達 が 良好 な 事 , CRBICZ 
を 貫く ペグ マタ イト の 多い 事 等 は 之 を 証明 する も の で ある 。 人 第 図 で は 岩 
体 の 南部 で 茂 市 型 一 乙 茂 型 が 直接 接する 様 に 示し て ある が , 之 は 両者 の 岩 
相 が 急激 に 移 人 記し て 才 生 型 に 相当 する も の ・^ ゝ 分布 が 少 い 益 省 略し て 示し た 
事 に と ょ る 。 之 の 三 者 の 間 に 明 瞳 な 境界 線 を 引く 事 は 困難 で ある が 第 ! Bic 
は 表現 上 大 体 の 境界 線 を 引い て 置い た 。 


2) 川口 型 一 茂 市 弄 


岩 体 の 北西 部 に 於 け る 川口 型 と 茂 市 型 と の 関係 は 前 者 が 造山 運動 末期 の 
stress 下 に 於 ける 逃 入 で ある の に 対し , 後者 は それ より 後 れ て stress の 
弱 化 し た 時 期 に 孝 入 し た も の と 老 々 られ る が , ZOMBOBK 4 AAP CH 
界 は 認め られ ず 瓦 に composite の 関係 で あつ て , 大 き な 導 入 時 期 の 差 は 
BAbHS, 川口 型 は 茂 市 型 の 先駆 的 痢 入 と 開 を る 方 か 受 当 で ある 。 茂 市 
型 は 片 理 が 著しく な い が , JRA aL, 石英 は 圧 砕 さ れ , 
BS Seth tT SSE FORA CASBYRL TS. VMI 
的 な 岩 相 変 化 が 著しく (1 OR, 第 1 2 MY, 4, 4) 非常 に 塩基 性 の 捕 
獲 岩 に 富む 事 か ら 塩 基 性 岩 類 と の 泥 生 作用 が 行わ れ た も の と 導 え られ る 。 
Ni, Cr 等 の 塩基 性 岩 に 伴う 微量 元素 を 有する 事 , 塩基 性 斜 長石 の 
xenocryst を 有する 事 等 は 之 の 考 を を 証明 する も の で あぁ ろう 。 JIM LR 
生 型 と は 北部 で は 顕著 で な い が , 南部 で は か な り 有 明瞭. な 境界 を 示し て い 


0 


3) <ehB-ABARA 


MS ORICISHS SHOMRARbSNSD, 之 も 明瞭 な 境界 は 認め られ 
ず , Hic composite の 関係 で 前 者 に 引続き 後者 が 導入 し た も の と 思わ れ 
る 。 太 田名部 型 の 痢 入 時 期 は 乙 義 型 と 殆ど 同一 の 時 期 と 考え 々 られ る が , こ 
の 両者 に 岩 相 の 差異 の 生じ た 原因 は 生成 条件 を 異 に し た 族 で あぁ つて, AB 
名 部 型 は 局部 的 に アル カリ の 富 化 し た 部 分 の 岩 潤 か ら 導 か れ た も の と 考え 
られ る 。 分 析 結 果 か ら 導 いた Norm で は 城市 型 と 太田 名 部 型 に KK20 の 
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差 が 余り 見 られ な いな が ; ZiRBBEhoO KO に 原因 する と 見 る べき で あ 
Aye a 


4) 太田 名 部 型 一 下 安 家 型 


下 安 察 型 は 分 布 は 少 い が , 明瞭 に 太田 名 部 型 を 綱 い て を り , 各 岩 型 中 最 
SERICES, HOM ARGH CSOCRAMOUA CS S HIDAB 
BE C25 So 


2 約 


以上 を 要約 すれ ば 次 の 如く に な る 。 
田野 畑 花 賠 岩 体 は 岩 相 変 化 に 富み , ROMS BWI DMF SSH 
る 。 


1) 茂 市 型 角 関 右 黒 雲母 花 向 関 緑 岩 

2) FEMA ALSS RRS 

3) CRBS SRM 

4) Jifn i Bs aba 7e eS 

5) 太田 名 部 型 角 関 石 黒雲 母 石英 モン ゾ ェ = 岩 
6) TERM AKARESARtY Vas 


本 岩 体 中 川口 型 は 最も 早期 の 導入 に 属し , MV CRM ASEALBAKO 
南部 に 於 いて は 引続き 萩 生 型 , CEM DL, 又 北 部 に 於 て は 太田 名 部 型 が 選 
城 型 と 殆ど 時 期 を 同じ くし て 輝 入 し た も の で あぁ つて, ZEOMEBICH 
後 れ て 下 次 宗 型 が 賃 人 し た も の と 思わ れる 。 

化学 成分 及び 鉱物 成分 か ら 知 られ る 様 た に , 此 等 岩 型 中 早期 た 属す る 茂 市 
型 は 中 性 に 近い が , 後期 の も の は 酸性 と な つて いる 。 早 期 導 入 の 川 百 型 は 
造山 運動 末期 の 歪 力 下 に 痢 入 し た も の で , 塩基 性 岩 類 と の 混 生 に より 生じ 
た も の と 考え を ら れる 。 後期 将 入 の も の は 岩 藤 の 中 心 部 か ら 導 か れ た も の と 
laa, 7 南部 で ほ ペ グマ クタ イト 質 北 部 で は アル カリ に 富む る の と な うつ で 
いる 。 
以上 の 導入 関係 と 化学 成分 か ら 見 れ ば 下 次 宗 型 を 除い て 基 の 他 の 岩 型 が 
ー つ の 覆 合 岩 体 を 構成 する も の と 推定 され る 。 

if LC peri USCA EW Hh OE a Pik IC A NSIC RT 
る で の で ある 6 


この 研究 に 要 し た 費用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よ ょ つた 事 を 附 記 し て 詩 意 を 表す 
Bo 
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A petrographical note on the welded tuff around 
Onik6be caldera. 


Be 3st 3 雄 (Yosio Katsui)* 


Abstract: The Onikébe caldera has been noticed by H. Kuno to 
be a caldera of Krakatoan type of H. Williams. Very recently, M. Minato 
in cooperation with K. Yagi, found and identified beyond doubt a kind of 
welded tuff widely developed around the Onikébe caldera. This short note 
is a petrographical description of the specimens brought back by M. Minato 
from the outcrop of that welded tuff near Akakura, Miyagi Prefecture. 


1. i が き 

BRABANT 7 SLWE bth, らら OC 
HARK, BADVSF Fix H. Williams の クラ カト ア 型 カル デラ で あつ 
TC), EO RIC AUER OVA RREKBD DAL TVS?) こと を 述 
NT So LAL, © OVRBIKBOBR - BECO. COB AN TCE 
| UE RICA HNIC SHEA OILTEVRECHEOK. BE, YRBOR 
正雄 氏 は 八木 健三 氏 ら と 共に , RE DVF FO AWC BOR MEK EDS 
広く 分 布 し て いる 事実 を 更に 確か あら れ た 。 筆者 は , 湊 正 雄 氏 が 羽前 赤倉 
駅 の 南方 約 1.5km の 地点 で 採取 され た 類 結 凝灰岩 の 標本 に つい て 観察 す 
る 機会 を 得 た の で , こと * に その 概要 を 報告 する こと に りな だ 。 

記載 に 欧 だ つて , 貴重 な 標本 を 恵 与 さ れ , 呈 つ その 産 状 に つい て 御 教 基 
を 承 つ た 湊 正 雄 博 士 , 及び 有 有 人 益 な 御 助 言 を 載 い た 石川 俊夫 博士 に 謝意 を 表 
SS 


2. BEERS OBTORE 


LORRI, KE CHRAEEO HC, AMEE bt) SLOMEE GH 
RORGRHEMRCATTHY, 2 RIPE BEEN. — Mic suc  peG 
・ 軟 石 な ど と 呼ば れ て いる も の に よく 似 た 外観 を 示し て いる 。 | 


区 品 航 物 一 40% 近く 含ま れ , 自 形 ・ 他 形 を と わ ず , 破 秩 され た 形 を 示す も の が 多い 。 


"北海 道 大学 理 学部 地質 学 鉱物 学 教 窒 

1) 小林 房 太郎 ; 火山 , 395~306, 1929 

RK UT Oa A Geoph. Union, 34, 267, 1953 

3) Kuno, H. ; Trans. New York Acad. Sci., Ser. II, 14, 225~231, 1952 
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Pl SRA, Qz BR: Hy SAREE Au CA, 
Ho AAA, Mt mee, G1 グラ ス , Reh, C ZR 


¢ 


Sasi, 01~1.bmm, 一 般 に 新鮮 透明 で RrHHet RTD, TROBRARD 
持つ も の る も 少な く な く , PICBRAGRMILEA BU (MARA NKBERT LORS 
。 n>Anm。 の 成分 を も つも の が 最も 多く , 稀 に は "Ano 附近 の も の も ある 。 A 
ST NACHMEB EAL, 0.2~2.00m, AANA ABADCW4S. SRR ALE 
状 , 03+mm, 2V,=60°, 交 三 淡 赤 色 ・Y マ = 淡 緑 色 ・Z= 淡 緑色 。 Ba ISEER, 
0.32mm, 淡 緑 色 , cAZ=44?, 2Vy=54°, ANAL -MOWM Pic 2~5 ヶ 含 まれ る 
GEC, 柱状 , 0.3 エ mm, c,~Z=16°, 2Vg=74°, X=BBHE - Y=eOBee - Z= 
神 緑 色 , 吸収 < マ Y<Z。 磁 鉄鉱 は 自 形 一 塊状 , 0.05~0.3mm。 

BE 6 50% 以上 を 占め , EVBBDSLASM, 特に この 構造 に は 注目 すべ きる も 
の が ある 。 すなわち , この 下 璃 は スケ ツチ に み ら れ る 様 に , Moa Bey kK (0.8mm 以下 ) 
Ril, Ud ARRAS BOCMRSL<Y,. FAOLIIBRLTWSS 
と で ある 。 LOL, BAAR UHEET, URiMawoZReBL, 同時 に も と も と の 
Si LrAARRBONWBGDS BLS. 十字 = コル の 間 で は , 殆 ん ど 消 光 し て し まう 
DS, 空 際 の 周縁 に は 僅か に 低い 複 屈折 率 を 示す BO REAR SR CLS SOM, a 
出し て いる 。 こ れ は 應 らく 未だ か な り 高 温 状 態 の WEL LC 気 成 作 用 に よ ょ つて 生 
RO DS ig 
SRE SR—— 0.6~0.1mm の 角 春 状 の 安山岩 ・ 泥 岩 及 び 淫 灰 質 泥岩 等 を 認め る こと が で 
きる 。 安山岩 は 塩 間 構造 を 示し , 鉄 苦 圭 鉱物 は 分 解 し て いる 。 VER RURK AEA ICIS 


me 
i 


ia} 
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BRRKADOIL- HMR LAMM mK 


wt. % norm (wt.%) | mode (vol.%) 
SiO, 66.37 Q 26.2 JV RA BE a kD (39.5) 
TiO, 0.38 Or 6.7 oe 10.8 SRA 26.8 
Al,O3 15.62 Ab 34.1 Ab 55.1 石 英 8.1 
ea 2.36 An Zhe vAmn oN FREER AQ RY 
Feo 2.58 Wo 0.4 ( SEE AG 0.9 
MnO 0.09 En 3.5 PVATEG f8 BG 022Z 
MgO (4. eh Fs 2.2 (Wo 6.5 Re BK 06 
CaO 4.57 | Ap 03 jEn 573 | Gx (56.8) 
Na,O 4.03 | Mt 3.5 |Fs 36.2 BOR 49.6 
Kk,O N12 0.8 Ze fa Lad 
P,0; ONO st vs. 外来 着 片 - (3.7) 
H,O(+) 0.81 | H,O(+) 0.8 7% RS 山 “ es 
H,O(-). 0.36 | H,O(—) 0:4 11 Be Ba ass es 
Total 99.89 Total 100.0 Total 100.0 

SAE SERED AT 


EMER E SU, CONSE FIR - Bak - SERRE (?) 等 が 品 出し , 極め て 細か 
な ホル ン フ ェ ル ス 構 造 を 示す も の が み ら れ る 。 | 


3. IB tS RRS OE S ia K 


CORK ORR HME HL CO 化学 組成 を 知る た め に , 3.7% を 占め る 外来 
Be CESRUIRE, 化学 分 析 を 行 つ て 前 表 に 示し た 。 ま た 同時 に Chayes 式 point 
counter に よる mode を も 示し た (測定 数 1289 点 )。 

LMC ENIW, AB SIO, 66.37% ict Z%, mH CaO 4.57% wR, FH 
カリ 総量 は それ より る も 僅か に 高い 値 5.15% で , MD THRICE RIOR CHS, 
ノル ム 石 英 は 26% に 及び , BERLARA 8% で , 残り の 約 16% BHROMB RICE 
剰 理 酸 と し て 含ま れる こと に な る 。 また KK。O の や ゝ 低い こと も 一 つの 特徴 で ある 。 B 
する に , (OBA, 日 本 の 大 山 帯 で も 千島 ・ 那 固 ・ 富 士 秋 山 帯 の 噴出 物 の 一 般 的 特性 
共通 し た 性 質 を も つ 石 英 容 山 岩 で ある 。 特に 損 音 カル デラ の 北方 , ACHAKLUSO 
十和田 カルデラ 形成 直前 の 学 石 の 化学 組成 り と 極め て 類似 し た 性 質 を 持つ て いる こと は 
注目 に 値する 。 

PV LEAD Wo 低く , En に と む 事 , 角 関 石 斑 品 を 有する 事 な ど は , ABAORR 
HABER” に 相当 する も の で ある こと を 示し て いる 。 日 本 の クラ カト ア 型 カル デラ 周 
WICDADT SIP ATE PLE RRUCE IC, 紫蘇 交 石 質 岩 系 に 属す る も の が 多い 事 は 注目 すべ 
き 事 で ある 3。 

1) 河野 義 礼 : BK, 22, 223~239, 1939 

2) Kuno, H. ; Bull. Geol. Soc. Am., 61, 957~1020, 1950 

3) 勝 井 義雄 ; (地質 学 雑誌 , 印刷 中 ) 
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4. # z 


Iddings り は 古く か ら Yellowstone 国立 公園 の 流 紋 岩 質 岩 大 の ある も 
OICRAH OMML CCE CWO SBEAHRL C0, この 様 な 岩石 は , 
KEO ignimbrite”, ape? - zzp ot) . see Bo 
welded tuff, 中 米 サ ル バ ド ル の Schmeltztuff 等 , VAMC? A 
DIUIN Ch Re - KEL CHRSAN CVS LOR”, 北日本 の カル デ 
7 OVER a + VES WERK AS ELC HR AN TVS4O® 
等 , その 他 非 常に 多数 の 例 六 知ら れ で いる 。 こ れ ら の 多く は カル デラ 形成 
と 密接 な 関係 が あり , その 岩 質 は すべ て 流 紋 岩 一 石英 安山岩 ( 極 く 稀 に は 
Killa) 質 の も の で , か つて は 通常 の 次 岩 叉 は 凝灰岩 と し て 記載 され て 来 
SO SC OLN 
出 灰 ・ 学 石 等 が 座 結 し , ある と き は 更に 再 炊 融 が 進み , また ある と き は 気 
成 作 用 に ょ つて 地 酸 久 物 ・ 長 石 ・ 雲 母 等 の 上 品 出 を みる と いう 様 な 特徴 ある 
MEE ZhOTW SA, Ee, ON RA LN nuées ardetes Rik 
incandescent tuff flow 等 の 如き 形式 の 火山 活動 に よる 堆積 物 で ある と 
EAS 

CS CHRML CREB ORBREBK AL, SiO。66.379。 DSRh atin 
右 紫 蘇 輝 石 石英 究 山 岩 質 の も の で , COMEMBMOMRE SN SOE, 
右 基 形 璃 刻 の 炊 結 し て いる こと , 更に 裕 隙 に 斑 酸 鉱物 の 上 品 出 し て いる ご と 


1) Iddings, J. P. ; U. S.G. S., Mon:,°32, pt. 2, 404~406, 1899 
2) Marshall, P. ; Trans. Roy. Soc. New Zealand, 64, 323~366, 1935 
3) Gilbert, Ch. M. ; Bull. Geol. Soc. Am., 49, 1829~1862, 1938 
Mansfield, G. R. and C. S. Ross, Trans. Am. Geophys. Union, 16, 308 
~321, 1935 
4) Westerveld, J. ; Leid. Geol. Meded. Deel 13, Aflevering 1, 1942 
5) Oliver, R. L. ; Geol.Mag., 91, 473~483, 1954 
6) Weyl, R. ; Natur u. Volk, 84, Heft 8, 275~282, 1954 
7) Matumoto, Tad. ; Jap. Jour. Geol. Geogr., 19, Sp. No. 1943 
Taneda, S. ; Mem. Fac. Sci. Kyushu Univ., Ser. D, 6, 167~177, 1954 
8) @S7RRE IB (FAK) ; KI 1, 3B, 17~43, 1933 
右 川 俊夫 ・ 勝 井 義 雄 ・ HANA ; 地質 雑 , 58, 268, 1952 
LRH ; SSRIS, 北海 道 地下 資源 調査 所 , 1953 
 -ABJIBR - BRIERE ; INQUA 日 本 支部 連絡 紙 , 4 1~3, 1953 
Kuno, H. ; 1952, 1953 ay 
RG A; RWROKWE, 岩波 書店 , 1954 
BER : COKMOMAR, Bynes, 1954 
ARS - NUAR - Bomiek ; SERRA, 北海 道 地 下 資 源 調査 所 , 
1953 


iko 7 HERE ME RY SR 


な どか ら , COREA, 火山 砕 層 物 起源 で , LO b-? > BBR CR 
堆積 し た も の で ある と 参 えら れる 。 

BRL COMPRKBDAE DVF 7 AMICI < AHL, ERR 
BBR EEt SBERAOOHK. COMGBRKE LFLOMS BED, 
ORRRKAIL, RH DVSF FIBRILS 4 ACO KY HMC 
SAVL#HASNDA. COMMRKAD, 化学 成分 上 , MAK OMA 
ny, ee DVS 7 OPAICSDS CMLL CWS EIR, AKL 
の クラ カト } ア 型 カ ル デ ラ に 関連 ある 噴出 物 の 共通 性 と し て 注目 され る 。 


BFRRSHMARTAR BAS> FARR 


Corundum and andradite from Okita, Daito-machi, 
Iwate Prefecture. 


4 & Jil @ = (Shuzo Hasegawa)* 


Abstract: Andalusite-hornfels, sillimanite-hornfels and skarn were 
formed by contact metamorphism of granitic intrusion into Paleozoic for- 
mation. Corundum occurs in sillimanite-horniels as a porphyrobrastic 
crystal, about 5mm in diameter, associated closely with orthoclase. The 
measured specific gravity is G4°!8°—3.96, and the indices of refraction are 
@ = 1.768, €= 1.761, » —€=0.007. The result of chemical analysis 
shows in Table 2 -(2). Andradite, essential constituent of skarn, occurs 
as yellowish brown aggregate. The specific gravity is G4e!6°— 3.83, and 
the index of refraction measured by minimum deviation method is np-= 
1.8888. From the chemical analysis shown in Table 2--(1), the formula is 
given as (Cay ss Mg 97 Fey.o5) s.00(Alo.1a Fer.s5)1.99 Siz.g¢ Oxr.s5, and the mole- 
cular percentages of endmembers are calculated as And 91.9, Gr 4.1, Alm 
A 7e Sp 2d MLO. 


1 凌 = 

RGA 29 42 2 月 , 東 毅 井 郡 大 東町 の 地質 , 岩石 を 調査 研究 中 の 西田 助教 
SUK, 同町 涯 茶 鉄 山 附近 か ら 産 し た 珍 ら し い ホ ルン フェ ルス を 筆者 に 提供 
され た 。 こ の ホル ン フ ェ ル ス 中 に は 径 約 5Smm KOPSBALET AAA 


* 東北 大 学 理 学部 岩石 克 物 碗 康 学 教 窟 
1) beri ed 昭和 30 年 , 大 原町 , SRN. FAIRE, HERAERS APPEL, ARETE 
称し た 。 
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コラ ン ダム 産地 と その 附近 の 地質 


CD EE RCE) 
1) 花 局 図 緑 岩 ,, (2) 糖 状 石 灰 岩 , "(3 コラ ジン ダム ん 玉 線 右 ホ ホル ン フ ェ ル ス , 
(4) SEG RVY7= VX, (8) カル ン , 


板 状 の 結晶 が 多数 存在 し て いた 。 BI KRAREO PCE ORMAU 
BL, コラ ンダ ム で ある こと を 確 め , 同年 ざ 月 植田 助教 授 と 共に , MA 
7 月 に は 別に この 産地 を 訪れ , 地質 岩石 ) コラ ンダ ム の 産 状 等 を 調査 し , 
多く の 試料 を 控 集 ずる 機会 を 得 だ 。 こ れ 等 の 試料 と つい て , 引続き 大 森 教 
ED FCL=EOBAMAEACK DC, この 結果 を と こと に 報告 する 6 

本 邦 に 於 ける コラ ン ダム の 産出 は 石川 , 苦 木 等 の 花 韻 岸 , ペグ マタ イト 中, 或いは 
それ に 由来 する 砂鉄 中 に 産 す る も の が 古く か ら 知 られ て いた 。 LHe, BRE, ホル 
ン フ ェ ル ス , 塩基 性 岩 等 に 産 す る 例 も 多い が , いずれ も その 産出 量 が 少く , 結 品 る 小さ 
Wo 本 産地 の コラ ンダ ム は ホル ン フ ェ ル ス 中 の 変 班 品 と し て 多量 に 存在 し , 且つ 結 品 は 自 


) この 研究 結果 の 一 部 は 1954 年 6 月 , ARG DASE CHIBL Keo 
) FRAT. 桜井 欲 一 ; Awe (LE), 185~187, 1947 

AJUBHK ; 4m 20, 173~178, 1938 

松本 唯一 ; 地質 雑 60, 314, 1954 (Bs) 


tS 
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形 結晶 で . RCE lem に 達する も の も ある 。 
2 £ 地 及び BE KR 


一 関 市 東北 方 約 25km, AMYVERARA LY ARAIPR RBA E CNADEBRHS. コ 
ラン ダム の 産地 は 沖田 の 西北 約 5km, 小谷 部 落 西 方 の 山地 で ある 。 : 

この 地域 は 千 訟 , 長坂 の 北方 に 当り , 米谷 層 , BSTRE 緑色 岩 類 , 石英 隊 緑 岩 及び 
花 同 関 緑 岩 等 が 分 布 し て いる 。 こ れ 等 の 地質 に 関し て は 古く か ら 多 く の 研究 が 行わ れ て 
WS) BW, 旧 興 田村 附近 に つい て の 研究 は 少な い 。 鳥 津 光夫 氏 の 調査 結果 に よれ ば , 
本 地域 の 西部 に は 上 記 の 古 期 水 成 岩 層 が 北 北東 或いは 北 北西 に た 走り, BEAR LTRS KER 
BOAR L TOS CNBERW CEMA RBC 広く 発達 し て いる 。 米谷 層 は 
レン ズ 状 の 石灰 岩 を 爽 在 する 頁岩 , 砂岩 の 互層 で , 花 賠 関 緑 岩 類 に より 接 鯉 変成 作用 を 
受け , 石灰 岩 は 精 状 石灰 岩 と な り , スカ ルン を 生じ て いる 。 

落 蒸 鉄山 は この スカ ルン の EBB MAD CH SMI BION (MBM) ELT, 
同町 伊東 千賀 雄 , 鈴木 泰 皿 両氏 に より 昭和 28 年 開発 , 採 堀 され た も の で ある が , 現在 は 
休止 し て いる 。 第 1 図 は コラ ン ダム の 産地 で ある 落 茶 鉄山 附近 の 地質 の 概略 を 示し た る も 
の で ぁ る 5%。 病状 石灰 岩 と 花 賠 隊 緑 岩 と の 接触 部 に は 2~5m ON CA WV Y HBBEBL 
Two 


DAY IF LVECVERVY 7 2 VAILHCOORDA, 標高 337.7m 三角 点 
高地 の 北 斜 面 に , 一 般 に 径 20cm 以下 の 円 奏 状 の 転石 と し て 多数 存在 し 
て いる 。 そ の 大 な る も の は 径 50cm 以上 の 大 塊 を な す も の も ある が が , B 
出 は な く , 転石 の 分 布 状態 か ら そ の 存在 区 域 が 付 面 の ご く 限 られ た 範囲 だ 
け で あぁ あぁ つて, 現地 性 の も の で ある こと が 分 る 。 こ の 原 岩 体 は 第 華 図 (Ch) 
で 示し た ょ うに , レン ズ 状 の 薄 層 を な し て 石灰 岩 中 に 爽 在 する も の と 療 を 
られ る 。 高 第 一 琉 北方 に これ と 外観 が 似 た ホル ン フ ェ ル ス ヌ (A) が 存在 す 
S00 こし (は プン が の 上 EE TE 
灰 岩 中 に は , 硫化 の 鉄 染み られ る 部 分 も ある 。 叉 , (EMR BROR AR 
部 附近 の 石灰 岩 中 に は 小 規 模 の ペ ゲ マタ イト 質 岩 脈 が 多数 みみ られ る 。 


3. ホル ン フ ェ ル ス , 花山 関 線 岩 等 の 旋 載 


含 コ ラン ダム ホル ン フ ェ ル ス 及 び こ れ に 関係 が ある 紅 柱 石 ホ ルン フェ ルス , 石灰 岩 
花 賠 較 緑 岩 等 の 頭 微 鏡 観察 , 化学 分 析 の 結果 等 に つい て 述べ る 。 

a) 含 コ ラン ダム ホル ン フ ェ ル ス (コラ ンダ ム 廷 線 万 ホル ン フ ェ ル ス ) IRIE 
WE RBORAC, コラ ン ダム 結 品 と これ を と り ま せく 正 長石 が 夷 唱 状 に 散 点 し て いる 。 
NR OR NC WS 


1) 野田 光雄 ; Hee 41, 431~456, 1936 
Ki 行 一 : 地質 雑 58, 353~360, 445~455, 1952 
2) 島津 光夫 ; Bm 38, 70~80, 101~109, 1954 
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ダム ホル ン フ ェ ル ス の 風化 面 ((1) 及び (2)) と コラ ンダ ム 
(OE € : 25yY 72, OF: ERA, 


時 
a ヾ 
fi 


Bi : EA Se af, Se ERA 


#28 (1) 2IOOMLHORBEFACHY, A (2) は その 模式 的 スケ ツチ で , コラ 


ンダ ム と 正 長石 の 関係 を 示し た も の で ある 。 
薄 片 を 顕微 鏡 下 で 観察 する と , コラ ン ダム, ERBORPMEOH, matrix の 部 分 に は 


長 柱状 或いは 針 状 の 理 線 石 , 細 粒 状 の 斜 長 石 , 草 青 石 , 磁 鉄 鉱 , 失 品 石 , 紅 柱 石 が み ら れ , 
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MAMA MROBE LERBERBOH SNS. 第 2 図 (3) 及び (4) wee, 
を な す コ ラン ダム と 正 長 石 の 部 分 を 示し た も の で ある 。 この 正 長石 は 包 裏 物 や 分 解 生成 
物 の 殆ど み ら れ な い 極 め て clear の も の で ある 。 又 正 長石 は matrix 中 に る 存在 し , 他 
の 革 青 石 , 斜 長石 等 と 識別 する た め に , 薄 片 を 比 化 水素 蒸気 で 処理 し た 後 亜 硝酸 コバ ル 
チ ソ ー ダ 染色 を 行う の が 良い 。 

ERR ASS 2 図 (3) -(S), 及び 第 5 図 (A) に 示し た よう に , 長 柱 状 乃 至 針 状 で 長き lem 
に 達する も の も ある 。 その 横断 面 は (010) 一 方 向 の 明 上 な 淫 開 線 が あり , 屈折 率 , 
複 屈 折 は 共に 大 きく , CAE OFBREART, 叉 , 第 5 図 (BB) に 示し た よう に コラ 
ン ダム 周辺 の 正 長石 中 に 毛 状 結晶 と し て 存在 する も の も ある 。 BHAI 02mm 以下 の 


1) Chayes F. ; Am. Min., 37, 387~340, 1952 
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Table 1. Chemical analyses of hornfels, granodiorite and limestone. 
(1) corundum-sillimanite-hornfels, (2) andalusite-hornfels, 
(3) granodiorite, (4) saccharoidal limestone. 


(1) | (2) (3) (4) 
SiO, 40.00 45.83 65.78 0.29 wt% 
TiO, Gaye 1.44 0.32 = 
Al,O3 37.78 34.05 16.81 0.12 
Fe,O; 1.02 4.92 1.57 0.10 
FeO 11.89 4.62 2.48 — 
MnO tr tr tr = 
MgO 2.24 1.34 0,78 0.08 
CaO 1.80 1.20 4.75 55.34 
Na,O 0.74 0.62 5.16 — 
K,0 2.80 1.78 1.97 — 
FO; tr tr 0.08 a 
CO; = — 43.58 
H,O (+) 0.47 283.4 0.41 0.10 
H,O (—) 0.11 0.32 0.15 0.21 
Ss none 1.81 = 
ー(S=0) — —0.49 = = 
Total 100.07 99.75 100.26 99.82 


結晶 で 多数 の 粒状 包 裏 物 を 含有 し , 特有 の 三 連 双 上 品 を 示す も の も ある 。 KARRI 
雲母 の 周辺 或いは 黒雲 母 に 包 豪 され , 細 尊 状 を な し て 存在 する が その 量 は 少 い 。 RA 


は 濃緑 色 で hercynite に 近い も の と 思わ れる 。 

この 含 コ ラン ダム ホル シン: フェ VADICEGORPEREH 1 (1) PAA, SiO, 
W2UL<BEeO Al,O, EBA, RM KO HR BA CWS 

b) AKBRLY TILA BIRR CH-ROAA, 米谷 層 の 頁岩 の 一 部 が 接 
触 変成 の 結果 生じ た と 思わ れる 黒色 の ホル シン フェル ス (A) BBM CHS, COMMA 
EEO AT Y ダム 乾 線 石 ホル ンプ フェ ルス に 」 類 合 し て いる が それ より 和 軟 か く , コラ ンダ 
正 長 石 の 斑 唱 は 存在 せ ず , 黄 鉄鉱 の 鉱 染 を うけ て いる 。 鏡 下 に 於 いて は 多量 の 黒雲 母 , 
紅 柱 石 が み ら れ , その 他 草 青 石 , 人 籍 長石 が 認め ちら れる 。 紅 柱 石 は 短 柱状 内 至 粒 状 を な し 
線 石 は 生じ て いな い 。 こ の 化学 分 析 の 結果 を 第 1 表 (2) に か か げた 。(1) の コラ ンダ 
DERARVY 7a VAVEELT, SiO, が 多く Al,O3, K,O は 少 い が , - 略 々 類似 し た 
化学 成 今 を も つて いる % 

C) 7ERRGES この 地域 東部 に 広く 分 布 す る 花 賠 図 緑 岩 類 は , Pre ica fk 
の 一 部 で ある が , 興 田 附近 で は 正 長 石 が か な り 存 在 し , BRERA A mAs t ZO 
いる 。 医 茶 鉱 山東 方 約 500m の 地点 で 探 集 し た 試料 の 化学 分 析 結 果 を 第 1 表 (3) に 示す 。 
KO は 2% 近く 含ま れ , この 分 析 結 果 か ら 求 め た ノル ム は 次 の 如く で ある 。 

Girty.30., Or 11-67, Ab 43,48; -An TOD 4,63, 
Hy 2.38, mg 2.31, il 0.61, ap 0.34% 

qd) BRE 米谷 層 中 に レン ズ 状 に 爽 在 さ れ , 花 賠 図 緑 岩 と の 接触 部 に そつ て 路 々 南北 

EUSA BARU RW Cli その 西方 まで 厚く 分 布 し , 白色 の 糖 状 石灰 岩 と な つ 
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第 5 図 EMAORBE ZT V7. (A) 長 柱 状 の 単 結晶 を な す も の , 
(B) コラ ン ダム 周縁 に 発達 する 毛 状 結晶 (S Bia, Ad 紅 
往 石 , C コラ ンダ ム , Or ERA, Bi BER) 


Vo “ke 
43 ‘yy 


a“ 


90.1 
G20) 


: / 
o- 7. 
\ / 


て いる 。 こ の 石灰 岩 は 第 1 (4) に 示し た 化学 分 析 結 果 か ら 明 ら か な よう に , SiO,, 
Al,O;, MgO 等 の 不純 物 は 極め て 少く , CaCO; 99% の 純度 で あぁ る 。 鉱 山西 方 に 於 い 
て か つて 採 堀 され た こと が あぁ ある 。 

4. スカ ルン 鉱物 : 特に 導 鐵 枯 李 互 に つい て 


スカ ルン の 主要 構成 鉱物 は 析 税 石 で , この 他 少量 の 緑 焦 右 を 伴 つ て い 
Do EKA, BRABANT DOK, MAILE OMRA ie LTS 
量 に 存在 する 。 鏡 下 で は 等 方 性 で 光学 異常 は 認め られ ず , REACH 
し た 比重 は Ga =3.83, CHO BAM 30° の プリ ズム を 作り , 最 
小 偏 角 法 に ょ り そ の 届 折 率 を 求め た 。 即 ち 項 角 (x)=29°38', Na 光 に ょ よ 


る 最小 偏 角 (8)=28°08' より 求め た 屈折 率 (%) は 次 の 通り で ある 。 
np=sin + («+6)/sin $ «=1.8888 


精選 し た 試料 に つい て 化学 分 析 を 行 つた 結果 は 第 2 表 の 様 で ある 。 これ 
Dba O LAR e eH S &, 
(Cao.ggMMo.07F€o.05) 3.00 (Alo. aaFey.g5) 1:99 Sle.oe Orrss 
25 9.,, RU gR Si OR <TH. Wt OVE HAT Se, 
And 91.9, Gr 4.1, Sp 2.3, Alm 1.7, mol % x&7¢, IReRARHEG Ca, 
Fe,Si,O.. (CM CHUL, 上 記 の 比重 , 屈折 率 は この 端 成分 か ら 算 出さ 
Hie AAO 3.834 BO 1.886 LAME TVS, 


BRAIN CWS GFR T EEN, FEBGES 


T 


PF (BASKIL) 産 の 橋 橋 石 の 化 


i A Ck 4 


eo ee 
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Table 2. Chemical analyses of andradite and corundum. 
(1) Andradite | (2) Corundum. 
SiO, 35.12 1.19wt% 
TiO, tr 0.31 
Al,O, 1.51 96.40 
Fe,O; 29.44 1.82 
FeO 0.74 ; a 
MnO 0.57 none 
MgO tr 0.09 
CaO 32.28 none 
H,O(+) 0.19 0.17 
H,O(—) 0.23 0.13 
Total 100.08 100.11 
G 3.83, 3.96, 


学 分 析 か ら 求 め た 端 成分 は Gr 分 子 が 多く And 分 子 ば 少 い 。 こ れ に 反し 興 田 産 の 板 
Fatt Gr 4% に 人 記 ぎ ず And 92% に 達し , FERAEEDR EO Al,O, の 供給 は 殆ど な か 
iGe as Abie i 

COP CICA MO, WEBER LKR LL Cid, 
JU), BREE” 産 の も の が 知ら れ て いる 。 


5. コラ ンダ ム の 和寿 質 


f 
REM, BLE 


I7Y FLL BORMBRVY 72 VADICAMRE LCHEL, = 
MICE 2~5mm 程度 の 板 状 結晶 で ある が , PCL OE lcm に 達する る 
の も ある 。 又 母 岩 の 風 化 産物 で ある 表土 を 集め て 水位 する と , Smm 以下 
の 単 結晶 を 多数 擦 集 する と と が で きる (第 3 図 )。 この 様 に し て 得 ら れ た 
Mant BACH SPER CRS, 表面 の 酸化 鉄 等 の 汚れ を 除く と 薄 
BAO LCS 結晶 は 第 4 図 の 如く c (0001), a (1120) 及び 
r (1011) が 認め られ た 。 Km bic (1011) に 平行 な 顕著 な 条 線 が 発達 
し , 正三 角形 状 の 模様 が あら われ て いる 。 

鏡 下 に 於 いて は 多数 の 裂 開 認め られ , KRORB ARM BELT 


1) 下 有 住 産 Sp 0.5,; Py 5.6, Almi7:0, Gr65.1, And20i4。 447 Sp 2.5, Py 
0.8, Alm 3.0, Gr 34.4, And 59.1 mol. % 。 


SAME, 脇 ER ; 旭硝子 研究 報告 1 147~158, 1950 
2) PE, TARE, KRB— ; ARK 23, 155~164, 1940 
3) 南 英 一 , BAGLIE > HAE 37, 127, 1930 

PS, 高根 勝利 , TARE > AH 21, 239~244, 1939 

FRESE, HABE, KAA ; Bak 23, 51~65, 1940 
4) 小池 四郎 , 片山 信夫 ; HRS 1, 104~106, 1935 
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る 。 多 色 性 は 殆ど 認め あら れず , HRS < HABLA L.. 複 屈 折 は 弱 
い 。 活化 メチ レン に 硫黄 を 深 解 し て 作 つ た 当 液 を 用 いて , 屈折 率 を 測定 し 
た と ころ 次 の 値 が 得 ら れ た 。 


w= 1.768, Soy even w— € =0.007 


Rie Cale Lec eBltt G,o8"=3.96, Core. 
PICA ABEL, HCl etic SRL, 稀 HCl で 抽出 , 
BRIE KHSO, ARRLC, 化学 分 析 を 行 つ た 。 : 


al HCl 一 濾液 一 > Fe,Ti ( 包 裏 物 に 由来 ) 
go; 一 残 潜 一 KHSO, SB 一 > Al, Fe, Ti, Si etc. 


この 結果 を 第 2 表 に 示す 。 Fe,O;, TIO, の 大 部 分 は ALO, PITHY 
体 と し て 含ま れ た も ゃ の で は な く , 包 裏 物 と し て 含ま れ た 磁 鉄 鉄 ) チタ ン 鉄 
鉱 等 に 由来 する も の で あぁ ろう リリ 。 これ 等 の 包 裏 物 に 由来 する も の を 除き 残 
余 の 成分 を 百分率 で 表わす と , Al。0。 98.13, Fe。0。 0.16, TiO, 0.10, # - 
の 人 hE が ALO; CHM So 


6 コラ ンダ ダム の 成因 


奨 土 質 水 成 岩 が 深成岩 導 入 に よる 接触 秦 成 作用 を 蒙 つ て 生じ た ホル ン フ ェ ル ス , 混成 
岩 或 い は 噴出 岩 中 の 捕獲 岩 等 に コラ ン ダム が 生ずる 例 は 多い 9 RARBEO MBAR 
作用 を うけ た 際 , 岩 玄 か ら う Al。0。 の 供給 を うけ て コラ ンダ ム を 生ずる 場合 も ある 6 これ 
| SPICER, MLE, Rave. FG, BER, 貸 長 大 等 を 伴う つて いる 。 

軸 田 産 の コラ ン ダム は その 産 状 , 母 岩 の 性 質 か ら 右 灰 岩 中 に 爽 在 し た 禁 土 質 頁 岩 が 花 
届 隊 緑 岩 痢 人 に よる 接触 変成 作用 を うけ て 生じ た こと は 明らか で ある 。 し か し この ホル 
シン フ ェ ルス は 単に 上 記 の よう な 鐵 物 組合 せ だ け で な く , コラ ンダ ム は 常に ERAIE YD 
か こま れ て 存在 し , 両者 が 成因 的 に 密接 な 関係 を も つて いる こと を 未 し て いる 。 一 方 , 
$8.2 (A) で 表わし た 紅 柱 右 ホ ルン フェ ルス は その 外観 , 分 析 結 果 等 が 本 岩 と 類似 し て 
いる が , 変 班 品 状 の 正 長 石 , 及び コラ ン ダム は み ら れ な い 。 筆者 は これ 等 の 点 か ら 含 コ 
ラン ダム ホル ン フ ルス の 成因 を 次 の 如 さ 療 だ い 。 

含 コ ラン ダム ホル ン フ ェ ル ス の 原 岩 は 紅 柱 石 ホル ン フ ェ ル 選 の 原 岩 と BULL BAE 


1) Fe,O, 1.82% 中 , HCl 処理 で 溶解 し 濾液 か ら 定 量 さ れる 量 は 1.66%, 及 TO, 
0.319%4 中 同様 に 濾液 か か ら 定 量 さ れる 量 は 0.21% で , 大 部 分 が 塩酸 に 可 深 の 
る の で ある 。 

2) FAIRE ; 前 出 } 
大 森 基 一 ; BAK 27, 27~58 69~87, 1942 
PRR ; 地質 雄 55, 38~43, 195, 1949 
Coetzee, C. B. ; Min. Abs. 8, -320)-1941~1943 
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頁岩 で あぁ つて , BREACH 22 OCR D Al,O3 OF E RHO, この こと は 
RANVVEOMBERTKBRA C, HORRAD EMMY Dork abd #Rbn 
る 。 (OBRDLRAALEMARMERK LD, まず 紅 柱 石 ホ ルン フェ ルス を 生じ , RW 
で 岩 柴 か ら KO の 供給 を うけ て , 多少 脱 坦 酸 作 用 を 伴う 交代 変成 作用 を 蒙 り , ここ に 
変 班 品 状 の 正 長 石 , コラ ン ダム を 生じ , 又 紅 柱 夏 の 大 部 分 は 線 石 に 変化 Lieto RIE 
右 成 分 (Al5SiO。) FERMGELET ARAMAIC KO が 供給 され て 変成 作用 が 行わ れ た 場 
含 に 次 の 如く 正 長 右 と コラ ンダ ム を 生ずる こと が 考え らち られる)。 
6A1,SiO, + K,0O>2KAISi,0,+5A1,0, 


含 コ ラン ダム ホル ン フ ェ ル ス の 存在 する PAILS D\EWANT LI 4 b BBRBH 
達し て お り , COLI AMS CIDE. KK2O の emanation を うけ る こと は 可能 で 
あら 3 う 。 双 この よう な KO に よる 交代 変成 作用 を 蒙 ら な か つた 部 分 は 普通 の 紅 柱 ホル 
ジグ 凌い に ス と に で 残 つ た なら 


7. 要 約 


黒田 産 コ ラン ダム は 電線 石 ホ ルン フェ ルス 中 に 正 長 石 を 伴い , Elem 
DAF OMEHEG ELC 多数 存在 する 。 結 唱 形 は < (0001), a (1120) Kor 
(10T1) ょ り 成 る 六角 板 状 で 薄 青 色 を 呈 する 。 その 比重 , 屈折 率 は Gao18° 
=3.96,, o=1.768, €=1.761 で 化学 組成 は 略 々 Al。0。 に 相当 する 。 

AANVVECBEICEET SB EO TE OLE, 屈折 率 は 夫々 
Gol° =3.83,, np=1.8888 で あり , 化学 分 析 の 結果 か ら 求 め た 端 成分 は 
And 91.9,.Gr 4.1, Alm Sp 2 OL CS 
DRANICOV CO-BBHESCK 


終り 9 に 臨み , et AIZR 7: PSE © BARA ORERIS, MRA 
ARE GDP EFARUOK AMARC BHAOREHIS, MBMORMAICHL 
CEKOMEREATEALNRRABR, 伊東 千賀 雄 両 氏 に 厚く 御礼 申し 上 げ る 。 本 
研究 に 用 いた 費用 の 一 部 は 文部 和 省 科 学研 究 費 に よる も の で ある こと を 記し て 計 意 を 表 
する 。 


1) K. Sugi ; Jap. Jour. Geol. Geogr. 8, 29~112, 1930 
M. Oyu ; Sci. Rep. Tohoku. Univ. III, 1, 83~95, 1914 

2). RRC S K,O-Al,0,-SiO, 系 関係 の 実験 で は 正 長 石 は 生じ な いで , Ai 
BtEAFVI を 生 す る 6 
Schairer, J. F., Bowen, N. L. , Am. Jour. Sci., 245,. -193~204, 1947 
Schairer,, “J.B; Am-" Cer, S584 38, 153~158, 1955 4 
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Mechanical grain analysis of sandstones of 
the Shinjo group. (I) 


(Nagasawa area in the eastern margin of the Shinjo basin) 


加 = HE (Iwao Kato) 
fy 部 TE @ (Masahiro Abe) 


Abstract : The purpose of this study is to produce quantitative 
data on the clastic sediments belonging to the upper formations of the 
Neogene, the Shinjo group, developed in the Shinjo oil-field. The units 
selected for analysis are the lignite-bearing formations, demarcated by 
the characteristic sandstone facies, exposed along the Oguni river near 
Nagasawa in the eastern margin of the basin. 

Four types are recognized as the result of the mechanical. analysis 
(median diameter, coefficient of sorting, standard deviation, skewness, and 
kurtosis) and these types, A, B, C and D, are practically correlated with the 
Mitsumori, Sakegawa-Yamuke, Shimizu, and Izumikawa formations 
respectively. It is worthy to note that among these four types a clear 
line is drawn between the former two types, A and B, and the latter two 
types, C and D, and also it clearly corresponds the marker bed (K,) at 
the basal part of the Shimizu formation traceable along the major parts 
of the marginal part of the Shinjo basin. 


i Sane a ae 


ThE Ait AiR OM HAUS BRD LBB. LCA SSI OK 
の 如く 区 分 り し て いる 。 即 ち 下 部 より 及 位 層 ・ 金 山 層 (火山 砕 選 岩 相 を 主 
体 と する 下部 層 ), BME HOB: SRWSTR (硬質 乃至 黒色 泥岩 , シ 
ルト 岩 相 か ら な る 中 部 層 ), 及び 三 盛 層 上 部 ・ 鮭 川 層 ・ 八 向 層 ・ 清 水 層 ・ 
泉川 層 (及び 再 形 層 ) (新庄 層 群 と し て 纏め られ て いる 上 部 層 ) と する 


1) Kato, I : Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser III, 5, 1~94, 1954~1955 
2) 人 鯨 岡 AR: 大 油 技術 協会 計 , 18, 157~163, 1953 

Serge = : AAeKweeek, 70, 5~10, 1954 

池辺 Ms 日 本 地質 学会 第 61 年 年 会 油田 地質 討論 会 資料 , 18~36, 1954 


SEES - RA SEL DA: ABE : 大 油 技 術 協 会 誌 , 19, 80~87, 1954 


池辺 BS: Hh, 10, 1~2, 1955 


DURSOR LR, Kb LODE CHET CHAR AOMEER, 最 


上 層 群 と の 混同 を 避け る た め 改 めで これ を 採用 する こと と し た 。 
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か が か, Se > BHO AW WRC RM RICK CBS icin b aie 
DBBCEBLRL TC So CHEMICAL LD CORR - an - 
SRJS PRA brs So PRE LTO LOH RBLMULOKRRBRD 
ら な る 上 部 構造 形成 の 相互 関係 な ど と も 関連 し て , Bone Mowb bay gy 
の 中 で これ ら の 区 分 単位 に ょ っ つて 代表 され る 各層 が 持つ 時 容 的 な 意味 を , 
少く と も 物理 的 乃至 は 化学 的 な 相 (physical, chemical facies) と し て の 
定性 (若しくは 出来 れ ば 定量 ) 的 な 量 的 関係 か ら 抽 出し た いと いう 希望 を 
早く か ら 抱 いて いた 。 こ の 目的 の た め の 上 体 的 な 研究 方 針 と し て は 種々 壮 
えら れる が 先 づ 盆地 の 内 側 周 縁 部 に 難 つ て 発達 し て いる 爽 亜 炭 層 群 が 特徴 
的 な 砂岩 相 で 代表 さき れる こ と に 注目 し て , この 砂岩 に つい て の 機械 的 分 析 
を 最初 に 擦り 上 げ ば て 野外 に 於 ける 観察 事項 を 裏付け る 一 方 法 と し で 検討 
を 試み た 。 和 盆地 周辺 の 新 第 三 紀 層 に つい て 筆者 等 が 行 つ た 基礎 調査 は その 
後 の 事 実 資料 の 集積 と ょ つて 多々 訂正 され る べき 点 が 生じ て 来 た の で , こ 
れ ら の 点 に たつ いて は 今後 本 報 文 以降 に 於 て 堆積 岩 岩 石 学 的 乃至 油田 岩 岩 右 
学 的 取扱 い 方 に よる 裏付け た に 基 いて 懇 次 明らか に し 訂正 し て 行き た い 。 it 
度 分 析 は 未だ 試料 少な く 推 計 学 的 な まとめ 方 に 於 て も 極め て 不 充分 で は あ 
る が , その 概要 を 述べ 挨 く 一 般 の 御 教 示 を 得 て 今後 の 研究 に 資 し た い 。 
本 稿 を 革 す る に 先 だ ち , AD OVE EO CRU RRNA BRD 
(lS ACA CHEB る 。 


Il & 作 の R 2 


(1) Sampling 小国 川 の 舟形 町 長沢 部 落 か ら 下 流 舟 形 町 まで の 間 の 柱状 断面 を 確実 
に 作り , これ に 基 い て 各地 層 の 露出 面 に 於 て sampling を 行 つ た 。 今回 は 三成 層 よ り 上 
位 層 に 関し て 分 析 を 試み た 。 sampling に は 推計 学 的 取扱 い を 行う の が 望ま し い の で , 
ABER IISA EIU sampling を 行う と 同時 に , 特に 或 る 単 層 に つい て は 密 出 面 
に 於 て 出来 る だ け 多 く の 任 意 の sampling を 別個 に 行 つ て , その 各々 に つい て の 粒度 分 
株 を 比 寺 検討 する こと を る も 行 つ て みた 。 人 然し 実際 上 は 各層 の 一 つの 赴 頭 面 上 の sampling 
は 充分 出来 て も , - こ れ と 直角 の 方 向 の sampling が 出来 ず 水平 的 の sampling が 不可 能 
hi, 結果 的 に は 小国 川 に 沿う て 赴 出 する 一 連 の 爽 亜 談 層 群 の 垂直 的 の sampling!) で 
ある こと は 避け られ な か つた 。 今回 は 一 応 こ の 乗 直 的 な sampling に 基 い て 層 準 毎 に 代 
表 さ れる よう な 砂岩 単 層 に つい て 地質 断面 図 か ら 50 個所 を 選ん だ 。 : 

(2) RHOME 試料 の 殆 ん ど が 粗 背 砂 岩 で 各 粒 子 の 分 離 に は 左 程 の 困難 は な い 。 特 
に 覧 い 秘 岩 で 各 粒 子 の 分 離 の 困難 な も の は , 全 試 料 を 清水 中 に ひたし て 放置 し , RCH 


1) 国外 油田 地域 の 例 と し て 展 々 ある 様 に ボー リン グ に よ つ て 多く の 試料 が 水平 的 に 
も 華 直 的 に も sampling 可能 で あれ ば , 推計 学 的 取扱 い が 可 能 で ある が , 今回 
の sampling は 協 頭 面 上 の み で 厳密 に いえ ば 定性 的 な も の で ある 。 
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江 器 で 散 燥 し た 後手 で 各 粒 子 を 分 離し た 。 採取 し た 全 試 料 に つい て RABAT REL 
て 50gr FLD ELMAR CHREL Ko men 

(3) MRS 分 析 は 秀 分 法 を 適用 し , Tyler OBAMA RAL HOS 
号 と 孔 の 径 と の 関係 は 第 1 ROW) CHOY, 

本 分 法 を 繰返し て 和 桁 時 し た 試料 Sgr. を 各 灯 度 別に 衝 量 し , 各 試 料 に つい て weight 


per cent を 出し た (第 2 表 )。 これ に 基 い て 累積 曲線 を 対数 グラ フ 上 に 画 さ , この 図 か 
& median diameter (Md..-.50% の 高 さ ), 


coefficient of sorting (So....So= 
V/Q3/Q,), quartile skewness (Sk... .SR=Q,°Qs/(Ma)?) を 計算 し た 。 叉 , weight 
per cent か ら 各 々 の histogram (柱状 図表 ) を 作り , っ dispersion (散布 度 ) を 明 
か に る 旋 , standard deviation (標準 含 差 ) と skewness (HK) & eat” し た 。 


1) Tyler standard screen mesh {x 8714, 28, 48, 100, 200 を 以 て 分 類 し て 
DSM, この 筋目 が 対数 的 で あり , : 殆 六 さ が 等 間隔 で 累積 曲線 録 作 上 便利 で し 
か る も C. K. Wentworth の 分 類 に 近似 し て いる の で この mesh を 使用 し た 。 
2) 累積 曲線 より 25%, 50%, 75% (10%, 90%) を 求め る 場合 curve の 画 き 方 
に より 不正 確 に な る 恐れ が ある の で histogram より 計算 し た 方 が 計算 に は 時 間 
を 要する が より 正確 で ある 。 
C. K. Wentworth : Bull.Geol. Soc. Amer., 40, 771~790, 1929 


W. H. Twenhofel, S. ‘A. Tyler : Method of study of sediments, 105~ 
120, 1941 ety Sh SO 


x “a 


: Re, oe Sy Re pe ne 


ll 3 # 結果 


粒度 分 析 を 和 飾 分 法 に よ つ て 行 つ た 結果 は 第 2 表 に 示す 通り CHS 

(1) Grain size grain size は 加 積 曲線 を 対数 グラ フ 上 に 画 さ , 50% ORF 
‘median diameter’ と し 推計 学 的 取扱 いと し て median diametcr を -0.1~0.2mm, 
0.2~0.3mm, 0.3~0.4mm, 0.4~0.5mm, 0.5~0.6mm, 0.6~0.7mm, 0.7~0.8mm, 
0.8~0.9mm と 8 BCA, 各 段 階 の 度数 か ら 試 料 全部 の 失 積 曲線 を 作っ つた 。 この 
結果 0.25~0.295mm (48mesh) の 間 と 0.5mm 附近 に 於 て 変 移 点 が 認め られ , C. K. 
Wentworth の 分 類 点 の 1/4, 1/2 点 と も 一 致す る の で , Tyler standard screen の 
48mesh (0.295mm) と 28mesh (0.589mm) で 各 粒 度 を 区 分 し , 28mesh k VHS 


の を coarse grain sand, 28~48mesh を medium grain sand, 48mesh より 細か い 


も の を fine grain sand と 分 けた 。 この 28~48mesh を 中 心 と し て 各々 の 組成 比 を 三 
角 座 標 で 示せ ば , 第 1 図 の 如く な り , 次 の 3 つの type に 分 けら れる 。 


@ 1 & 


COARSER THAN 28 MESH 


28 MESH ~ 48 MESH FINER THAN 48 MESH 


I Type....48mesh 以下 が 55% 以上 ある も の 。 

Il Type....28mesh 以上 が 45% 以上 ある も の 。 

III Type....28~48mesh の も の が 30~60% 範囲 内 の も の 。 

小国 川沿 い の 地 質 断 面 上 で 三成 層 や か ら 上 方 に sampling し た 砂岩 に つい て , FOB 

直 的 変化 を 上 記 の 3 つの 区 分 に 基 い た 28~48mesh の medium grain sand を 主 と 
し て weight per cent 比 で 示す と 第 2 図 の 様 に な る 。 こ の 50 箇所 に つい て 下位 層 か 
ら 上 位 層 迄 の 垂直 的 変化 を みる と , 1~13, 14~27, 28~50 の 3 つの Type に 区 分 す 
る こと が 出来 る 。 ; 


1) 央 相 区 分 に つい て は 後に 記し た (AM 214 頁 )。 
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第 2 表 
GravellV.c.sd.IC.sd. M.sd. F.sd. vay fine ee Quartile parameters 
Loc. 
14~ |28~ |48~ |100~ 1150~ 
SSCS 48| 100| 150| 200 <200 Md | OF Qa SO | SE 
l 10.0} 18.0 | 25.0} 16.0) 13.5) 9.0] 4.5] 4.0 | 0.65) 0.22) 1.30) 2.43] 0.68 
2 1.0 9.5 | 11.0) 42.5) 28.0) 4.0} 2.0) 2.0 |:0.34) 0.26) 0.53) 1.43) 1.19 
3 1.0 | 2.2) 4.0) 74.8) 12.0} 3.07) - 3.0 | 0.19) 0,15) 0.23) 1.26} 0.92 
40 4.0 | 4.8) 8.2) 57.0, 17.0] 7.0! 2.0 | 0.18) 0.14} 0.25) 1.34) 1.08 
9 NOSS 1.5 | 4.2) 6.0) 60.8) 20-8} 3.2} 3.0} 0.19} 0.16] 0.24] 1.24) 1.03 
6| 6.0] 16.8 | 32.4) 20.4) 12.4, 4.6}~3.8] 3:6 | 0.66] 0.31] 1.10} 1.77] 0.77 
7 0.6 | 6.0) 14.2) 60.7, 11.0 | 4.5 | 3.0 | 0.21] 0.16] 0.27] 1.32} 1.00 
8 0.2 0.3 | 3.2)-21.2) 67.0). 4.5} 1.6] 2.0 | 0:231.0.18) 0.29) 1.29} 1.00 
9 4.0) 4.0) 20.5) 63.5; 4.0 | -2.0| 2.0 | 0.23) 0.18} 0.32) 1.34) 1.04 
10; 06 4.8 3.4) 14.2) 69.0) 4.0 4.0] tr. | 0.22) 0.17] 0.29) 1.31) 1.02 
11 4.0 5.0] 4.0) 10.0) 63.9 7.0! 3.0) 4.0 | 0.22) 0.17) 0.29] 1.31) 1.02 
12 0.6 7.0 | 6.0) 14.0) 54-2) 92°}. 5.2 | 3.8 | 0.22) 0.16) 0.31) 1.38) 1.01 
13 0.2 6.6 | 10.0) 13.6) 49.0) 10.6 | 6.0] 4.0 | 0.23) 0.16] 0.32] 1.44] 0.98 
14 1.5 | 13.0).43.0) 33.0; 4.0 | 3.0] 2.5 | 0.32) 0.22} 0.48) 1.47] 1.03 
15 0.2: 1.5 | 17.0) 50.0) 20.3, 5.0 | 3.0] 3.0 | 0.38) 0.25} 0.54| 1.47] 0.93 
16 0.5 6.0 | 24.0) 40.0) 15.3) 9.0.) 2.6] 2.6 | 0.41) 0.26) 0.65] 1.58] 1.01 
LZ, 2.6 6.5 | 24.0) 42.3) 16.0) 4.2 | 2:2) 2.2 | 0.47} 0.30] 0.68} 1.52] 0.91 
18 1.5) 23.0) 53.6) 15.3) 3.6} 1.4] 1.6 | 0.42) 0.31] 0.58) 1.37) 1.02 
19 0.2 8.4 | 21.6) 39.8) 18.8) 7.2] 2.4] 1.6 | 0.45} 0.30] 0.66) 1.50] 0.96 
20 1.0 7.0 | 20.0) 42.0) 21.0. 6.0} 1.0] 2-0 | 0.41) 0.26] 0.62] 1.54] 0.96 
21 2.2 | 10.6 | 27.4) 40.5) 12.8) 2.0} 1.5! 3.0] 0.51] 0.33] 0.80] 1.56] 1-01 
22, 0.2 8.4 | 27.8) 38.6) 15.0. 4:0 | 3.0) 3.0 | 0.48) 0.30) 0.74] 1.58] 0.95 
23 0.4 | 12.0 | 37.6) 30.0 13.0) 4,0] 1.0} 2.0 | 0.59] 0.34] 0.88] 1.61] 0.86 
24 0.4 8.6 35.0 34.0 14.6) 4.0] 1.6] 1.8 | 0.53] 0.32) 0.82) 1.60) 0.93 
25 0.8 | 16.0 | 43.2) 26.0) 9.0) 2.2] 1.0] 1.8 | 0.66] 0.43] 0.98] 1.51] 0.97 
26 0.6 | 13.0 | 31.4) 35.0} 14.0} -3.0)..1.0] 2.0 | 0.54] 0.33] 0.88] 1.63] 0.29 
27 | 23.4 | 17.2 | 17.0) 23.3) 15.1] 0.8] 1.0} 2.2 | 0.80) 0.34] 2.20] 2.54] 1.17 
28 1.4 8.8 | 17.4) 50.0) 17,2) °2.4°). 1.2] 1.6] 0.41] 0.32) 0.62] 1.41] 1.14 
ZO 0,4 6.0 | 10.4) 34.8) 42.8 4.0} 0.8] 0.8 | 0.30) 0.22| 0.46) 1.46] 1.14 
30 5.6) 18.4 | 30.0) 21.0) 19.0) 2.2] 1.2] 2.6 | 0.65) 0.30] 1.10] 1.93] 0.77 
31 14 | 10.4 [13.2 36.0| 36.0) 1.0} 1.0] 1.0 | 0.34] 0.25! 0.59] 1.54] 1.28 
2 0.2 2.4 | 28.0) 39.0) 26.0| 1.6} 1.2] 1.6 | 0.43] 0.26) 0.62] 1.54] 0.87 
33 1.6 7.6 | 29.0) 30.8) 26.2) 2.6 )}_0.8] 1.4 | 0.45] 0.26] 9.78) 1.73) 1.00 
34 0.2 3.0 | 7.6) 45.0) 39.6) 24] 1.0] 1.2 | 0.32) 0.23) 0.45] 1.41] 0.99 
35 2.4 | 23.2 | 34.8) 20.8) 13.4) 2.0} 2.0] 1.4 10,73] 0.38] 1.15] 1.74] 0.82 
36 1.4 6.0 | 10.8} 46.0) 27.0) 5.0] 1.8] 2.0 | 0.37) 0.23] 0.52] 1.50] 0.87 
37 0,2 3.6 | 16.0} 38.6) 25.0) 11.8 | 2.8} 2.0 | 0.35] 0.19] 0.54) 1.69] 0.84 
38 3.0 | 13.0) 18.2) 45.0) 11.8 3.5.0 | 4.0 | 0.23] 0.16! 0.42! 1.65] 1.29 
39 3.2 | 20.0 | 28.0] 22.0) 16.8) 5.6] 2-4] 2.0 | 0.61] 0.28) 1.15} 2.031 0.87 
40 1.2 | 13.2 | 34.0) 23.0) 15.0) 8.4] 2.6! 2.6 0.56] 0.25] 0.92) 1.92] 0.73 
41 5.0 | 12.1 | 22.2) 31.7) 19.0) 6.4] 1.6} 2.0 | 0.48] 0.26 0.96) 1.92] 1.08 
42 2.7 | 10.0 | 19.4) 31.2) 25.0) 7.0}: 1.6] 3.1] 0.40} 0.22) 0.73] 1.841 0.98 
43 2.4} 10.4) 22.0) 40.4) 20.8; 1.4] 1.3] 1.3 | 0.43] 0.23] 0.74] 1.791 0.92 
44 8.0 7.4| 21.6) 48.6) 9.0 | -2.4|. 3.0 | 0.23! 0.17|-0.40] 1.53] 1.28 
45 0.3 9.2 | 12.0) 41.0) 28.3) 5.0| 2.0} 2.2 | 0.36].0.23] 0.54] 1.55] 0.94 
46 6.0 |. 15.0) 45.0 28.0) 2.5] 1.5] 2.0 | 0:36] 0.25] 0.53) 1.46] 1.02 
47 1.4 2.5 | 4.0) 56.5) 27.6) 3.4) 2.6.) -2.0 | 0.36] 0.23] 0.48) 1.44] 0.85 
48 8.0 | 11.0) 13.7|,53.0).10.0.| 2.0] 2.3 | 0,22] .0.17] 0.44) 1.63] 1.57 
49 1.6 8.1 | 35.0) 34.0) 14.3) 4.4] 1.2] 14 | 0.54/-0.32] 0.80! 1.58] 0:88 
50 6.0 | 9.5) 39.1) 36.5, 6.6 | 1.0} 1.3 | 0.32) 0.21] 0.48] 1.51] 0.98 
SS re 
Md....Median diameter So....Coefficient of sorting 


Sk....Quartile skewness 


FINER THAN 4.8 MESH 


(2) Standard deviation (B#@%)" と Quartile deviation (QAifKze) 砂 
粒 の dispersion (散布 度 ) 或いは 分 級 の 程度 を 示す 場合 団 積 曲線 に 於 て は , coefficient 
of sorting?) (So=v Q3/0,) の 表現 に よ ょ つて 示さ れ て いる が , これ が quartile devia- 
tion CHOC, BEROBZVBAINERARWA, 少 い 場合 に は standard deviation 
が 適当 で ある 。 筆者 は この 意味 で qduartile deviation と standard deviation の 両者 


を 比較 し て みた 。 こ の 2 つっ に よっ つて 50 箇所 の 試料 は 和 錠 づ 1~26 と 27~50 と に 2 大 


1) C. K, Wentworth : 前 掲 
W. H. Twenhofel & S, A. Tyler : 前 掲 
2) W.C. Krumbein & F.J. Pettijohn : Manual of sedimentary petrography, 
228~267, 1938 
P.D. Trask ; Origin and enviroment of source sediments of petroleum, 


67~76, 1932 
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第 3 図 


COMPARISON OF THE GRAIN SIZE OF SANDSTONE 


* へ 
“ © 
る x き 8 © 


eS Se 


(200)(/00) (aap) (28) (7a) 
Mm 0074 


BUSH, quartile deviation GyxhGREG7rV-gs standard deviation Db RAT He, 
更に 1413, 14.26, 27~41, 42~50 wo 4 区 分 が 考え られ る 。 

(3) Skewness (BE) & Kurtosis (KE) skewness は 尊 度 平均 が 最大 頻度 を 
示す 粒度 より 細 粒 の 部 分 に ある か , 粗 料 部 分 に ある が 即ち symmetry を 示し , kurtosis 
は 粒度 の 揃 つ て いる 程度 即ち peakedness RLS HWHEO Sv OREO 
Skewness を 示し , MAWEEDS VY の は 負 の skewness を 示す 。 

この 関係 より 50 箇所 の 試料 に つい て は , 1 へ 26, 27.50 の 2 つ に 大 別 さ れ , 更に 
1~13, 14~26 は 明瞭 に 区 別 出来 る が , 27 以上 に つい て は 有明 上 膝 で な く , skewness と 
kurtosis の 両者 の 関係 か ら は 3 っ の type に 区 分 され る 。 (第 3 HBR) 

( PHGRORS 以上 の 3 MERE LBAL C=BELYRINBSO ELKO 
sampling に 対し て 分 析 し た 結果 を 地層 (formation) に は 無関係 に 分 類 り し て みる tt, 
I~13, 14~26, 27~41, 4250 2 A, B, C, D ® 4 type ez Be 

Ric A, B,C, D の 4 type に っ ついて, それ ぞ れ grain size (median diameter) と 
coefficient of sorting (quartile deviation) と の 関係 を 比較 し た 。 HS grain size 


ie ae 
1) 大 きく 3 DM type 1013, 14.26, 27~50 VSPRET Z x LULAARE CH Ss, 


EP EER T SCRE! WEAR NIO X HMR SZMw 27~50 を 2 
つつ に 人 ゆり た 6 
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第 4 図 
COMPARISON OF THE SORTING COEFFICIENTS OF SANDSTONE 


Ag 


Ce 


(median diameter) に 関し 各々 の type OW CRMHRERT EH 3 図 の 如く な る 。 
この 結果 を みる と , A type は median diameter が が _0.25mm より 小さ い 値 を 示す も の 
が 75% に 達し 殆 ん ど が fine grain sand に 属す る 。 B type は 80% が 48mesh 
(0.295mm) と 0.5mm の 問 の も の で , medium grain sand で あり 28mesh (0.589 
mm) より 細か いも の に つい て みれ ば 90% 以上 に 及 ん で いる 。 Ctype は 70% が 
0.25~0.5mm の 箇 囲 内 に あつ て , B type より 細か い 値 を 示す が 残り の 30% は 0.5 
mm 以上 の coarse grain sand GHA, Dtype iA LAB 0.25mm~28mesh 
(0.589mm) の 範囲 内 に あり fine grain sand~medium grain sand で あぁ る 。 5B type, 
D type Oj type は 殆 ん ど 差 が 認め ちら れず 似 か な ょ つた 均質 性 を 示し て いる が , A type, 
C type は 各々 70% は 左 程 変化 な い が 残 り の 30% が が 系 積 曲線 で も 明 肛 に 現われ て 
いる 様 に 相当 荒い coarse grain sand を 含む も の で , 特に C type の も の は 不 均 質 な 
砂 想 を 呈し て いる 。 

次 に sorting coefficient に 関し て も る 各々 の type に つい て 比較 し た 結果 は 第 4 図 
の 如く に な る 。 A type は 90% 近く が well sorted (1.30~1.59)!) で 残り の 10% が 


1) Sorting coefficient に 関し て は P. D. Trask (1932) 等 に よ つ て 範囲 が 或 る 
程度 示さ れ て いる が , Stetson Upson(19837) に な ら つ て L. V. Illing (Bull. 
Amer. Assoc. Petrol. Geol., 38, 1~95, 1954) が 用 いた 次 の 様 な 基 獲 を 一 
ISERAAL 70 
less 1.30 (very well sorted), 1.30~1.59 (wellsorted) 1.60~2.00 (mode- 
rately sorted), about 2.00 (poorly sorted) 
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第 5 図 SCATTER DIAGRAM 
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第 6 図 HISTOGRAM 

Z. 2. 3, “. 5. 4. 7. &. >. 70. 

a. | 72. | 3, | 14, ‘J 46, 17. - | 72. 20, 

2/, 22, 23, 2% 25 26, 27. 28. 2°. 30. 

A 

3h. 32. 2. i 3s "i 37. g 8. | 3?. 40. 

4. M2, 43. “4. j i “3 a “é, | «?, $0. 
moderately sorted (1.60~2.00)~poorly sorted (about 2.00) CHA, B type は 
殆 ん ど 大 部 分 が well sorted で , ARMz ¢ #2—AEZ sorting coefficient を 未 じ で いる 
C type は 非常 に 変化 に 富み , well sorted か ら poorly sorted に 踏 が り 広 い 範囲 に わ 
た る て いる 6 D type tt well sorted~moderately sorted で 1.4.1.9 DBR AZ 
o median diameter と coefficient of sorting の 関係 , 及び histogram, standard 
deviation と skewness を 図表 示す れ ば , ARES 図 , 第 8 図 及 び 第 3 OMe 
り 次 の こと が 考察 され る 。 

(1) A type は 大 部 分 が fine grain sand より な り sampling point No. 1 
6 は 露頭 に 於 て は conglomeratic sandstone Mi AVAL, 


この sampling 
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B38 表 
CHB Sk Sep Sk S.D Sk Sob: Sk 
1 66 0.62 || 14] 0.93 0.65 || 27 | 1.56 0.99 || 40] 1.17 0.86 
Dla oh? E061 LS OS O72 —0.63 || 41 | 1.34.) —0.31 
3 | 0.69 | —0.89 |} 16| 1.16 0:70 |) 29 | 0.98 | —0.85 || 42141:383 —0:66 
ASE OLS 7 ale OSE ZA LS 0.47 || 30 1 1.36 OEG Jee Ase leet 0.54 
5 | 0.89 | —1.06 || 18} 0-88 0.91 | 31-+.1.09 | +0.82 || 44) 1.13 | =0.84 
6 | 1.45 0.78 ||- 19} 1.138 0.56 || 321 0.95 0.70 | 45} 1.11 =O, 50, 
7 | 0.84 | —0.76 || 20} 1.11 0.45 133 | 1.11 0.28 | 46 | 0.99 | 0.39 
8 }-0.70:| —9.76 || 21) 1.16 0.72 || 34) 0.85 | —0.69 || 47 | 0.92 | —~0.60 
9 | 0.87 | —0.99 |} 22 |.1.15 0.80 || 35°} 1.23 0.83 || 48.| 1.15 | —0.89 
TO | O.S9 = L223. 11S ES No S6 4) L072); = 0:63 49) DTT 1h O27 2 
LE 1.23 | —1.09 | 24] 1°10 OFS San A 0.46 | 50; 1.00 | ~—0.67 
TZ LVS O95 ah R09 0.95 | 38 | 1.10 | —0.71 
13°} 1.18 | —0786" 1°26 | 1.12 0.78 | 39 | 1.26 0.61 
S.D. ....Standard deviation. Sk....Skewness. 


すれ ば , sorting も 非常 に よく 殆 ん ど 類 似 し た 砂 で , 堆積 環境 も 局部 的 変化 は 多少 あつ 
て る 環境 の 大 きい 変化 は 示し て いな い 。 skewness で は No.1 と No. 6 の conglo- 
meratic sandstone は 正 の skewness を 示す が , oe fine grain sand W=EEZRG 
PIZKABSRBAOD skewness を 示す 。 

(2) B type は 殆 ん ど 大 部 分 が medium grain sand- で 妙 粒 る 揃い sorting も よく 
下位 より 上 位 迄 殆 ん ど 変 化 な く , A type に 比べ て 28~48mesh 内 の 砂 が 多く な つて お 
り , 殆 ん ど 同 じ 様 な 環境 で 終始 し た こと を 暗示 し て いる 。 skewness も A type が 負 の 
skewness!) を 示し た の に 反し て , 総 て が 正 の skewness?) を 示し て いる 。 

(3) Ctype は 70% が fine~medium grain sand で は ある が 均質 性 に 欠き , 
sorting も 最も る 悪い 。 粒度 分 析 の 結果 は 最も る 不 規 則 な -type CHA, standard deviation 
も skewness % B type は 殆 ん ど 変 化 な く 類 似 し た 値 を 示し た の に 反し て 変化 に 富む 値 
を 示し 分 散 度 る も 広く, skewness も 正負 共に 存在 し , A type 及び B type OL 5728 
質 性 は 認め られ な い 。 従 つ て この type か ら は 特に 一 つの 傾向 は 抽出 され な い 。 

(4) D type と C type と の 区 分 は 人 為 的 で D type を 確 然 と 区 分 する こと は 出来 
な い が , C type DEMOIDEL Chore, 2D type は 殆 ん ど が fine~medium 
grain sand で B type (HEX TRAM ¢, 粒度 も 揃 つ て いる 様 に 見 える が , sorting 
BABA CH, B type と C type と の 中 間 性 を 示す 。 B type skewness は すべ 
て 正 の skewness で あり standard deviation る 殆 ん ど 変 化 な い が D type は Ctype 
同様 に skewness は 正負 共に 存 し , standard deviation が C type より 変化 が 小さ く 
C type より も 安定 し た 動き を 示し て いる 。 

A, B,C,D ® 4type £AMICAT, 1 つの 傾向 と し て 和 観察 さ れる こと は , median 
diameter と coefficient of sorting と の 関係 を みた 場合 , 一 般 的 に は median diameter 


1)2) 累積 曲線 に よる ガー ブ よ り 求 め た Sk (skewness) で な く , standard devia- 
tion より 求め た skewness Offi Ch 46 
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DKEVWY OF coefficient of sorting が よく な いこ と が 指摘 され る が , 堆積 環境 の 変 
移 若 し く は 差違 に よっ つ て 必ず し も この 関係 を 満足 する と は 限ら な いこ と が 云え よう 。 


IV SHGR¢CSEBRED EON 


EAH RRA RIPE? ICEL Cl, 地質 調査 に 基づい て 岩 相 層 序 こ 
Kok, Per oa, REN, 八 向 , 清水 , 泉川 層 の 5S* 拉 に 区 分 Sh 
る が , 分 析 の 結果 は grain size (median diameter), coefficient of 
sorting, standard deviation, skewness, kurtosis に ょ つて 一 応 A, B, 
C,D © 4 type に 分 けら れる こと は 既に 述べ た 通り で ある 。 A type は 
地層 区 分 上 か ら は 本 地区 の 三成 層 に 相当 する 。 本 層 は 淡 緑 色 砂 岩 を 主 と し 
て 中 に 凝灰岩 , 凝 灰 質 砂 岩 を 介在 し 一 部 奏 質 砂岩 の band &RItr4 OT, 
sampling の No.1 と No.6 は 本 層 中 の 春 質 砂岩 の 部 分 で ある 。 B type 
は 鮭川 層 , 八 向 層 の 両 層 に 相当 し , この 両者 を 区 分 する こ と は 粒度 分 析 に 
於 て は 不可 能 で ある や 。B type は 少く と を も 今回 取扱 つた 東 線 部 に 於 て は 
最も 共通 的 な 傾向 を 示す 特徴 を 有 し , 既に 述べ た よう に grain size (ma- 
dian diamerter), coefficient of sorting, standard deviation, knrtosis 
に 於 て も 上下 に 変化 が 認め られ ず skewness は すべ て 正 の skewness を 
示し て いる 。: C type は 清水 層 に 属す る も の で 本 層 は 新庄 盆地 中 央 部 に 
広く 分 布 す る 主要 爽 亜 炭 層 で ある 。D type は 岩 相 区 分 上 の 位置 か ら は 一 
褒 泉 川 層 に 相当 する も の で , 下位 の 清水 層 と は 凝灰岩 を 以 て 区 分 され て い 
Dds, 分 析 の 結果 C, D OM type は deviation に ょ っ つて は 分 は られ る 
が 他 の 方 法 で は 区 別 が 不可 能 で あぁ あり, C type に 引 続 い て 同じ 様 な 堆積 環 
境 の 継続 を 示し て お り , 多少 と も 変 移 の 幅 を 減少 し つ ゝ ある 様 な 観 が ある 
が , これ より 上 位 の sampling が 不 充分 で ある の で 論ずる こと は 差 控 を 
RA 


1) 小国 川 流域 附近 に 関し て は 早川 典 久 ( 地 調 , 1948), 徳永 重 元 (HER RERE, 1947), 
東南 縁 部 に 関し て は 田 ロ 一 雄 ( 岩 破 , 38, 132~143, 1954) 等 の 報告 が ある 。 


この 人 崖 相 区 分 は , 筆 地 の 西 緑 中 央 部 を 標 式 地 と し て 行わ れ た 標準 層 序 で , HR 

部 に 於 て 当初 加藤 , 阿部 等 が これ と 対応 し て 行 つ た 区 分 は (PEAC 調査 報告 , 

1949~50) その 後 盆 地 の 西 南 縁 部 か ら の 鍵 層 の 追跡 を 行 つ た 田口 一雄, 阿部 等 

に よ ょ つて 相当 の 喰 違 い が 認 め ち られ る に 至 つ た 。 下 で は 後者 に 基 い て 長沢 部 落 ( 長 

沢橋 ) か ら 下 流 に 於 いて 再 認 識 さ れ た 岩 相 層 序 を 以 て , 分 本 結果 と の 対比 を 試 

みた 6 

3) 西 緑 中 央 部 の 標 式 地 に 於 て , この 2 つの 地層 区 分 が 如何 な る 分 析 値 で 代表 され 
る か は 次 幸 に ゆ づ る こと と する 。 少く と も 東 縁 部 に 於 て は 一 応 上 下 両 層 を 区 分 し 
た が , これ ら の 点 に つい て 今後 の 吟味 が 必要 と 考え て いる 。 

4) oN 

WING 


tS 
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符 地 東 縁 部 で 小国 川南 方 地域 か ら 道 不 可 能 な 八 向 層 ・ 消 水 層 の 境界 の 鐘 

層 (KK4) り を 境 と し て これ より 上 ・ 下 位 に 累 重 する 夫 亜 談 層 群 が 夫々 の 一 
運 の 砂 相 か ら 抽 出さ れ た 環境 の 相違 た にょ っ て 2 分 され る こと は , 今回 の 砂 
分析 の 最大 の 効果 で あろ うぅ 。 即ち 野外 調査 で 道 跡 され た . K, ic airy 
する point No. 27 を 境 と し て , median diameter, quartile deviation, 
standard deviation, skewness, kurtosis の いづ れる も が 大 きく 変化 し て 
いる 。 有 又 野 外 調査 で 一 応 鍵 層 と し て 使用 し た Ks GRIN - Werk BORER) 
は 砂岩 分 析 の 結果 か ら は 比較 出来 る 程度 の 明瞭 な 変化 は 認め られ ず , この 
両 層 の 少く と も 尊 度 分 析 上 の 区 別 は 困難 で ある 。 こ の 外 種 々 の 注目 すべ き 
興味 ある 点 か 認め られ る か な か, 今後 盆地 内 縁 部 の 他 地 域 に つい て も 検討 を 加 
2th CHAI MZ TEV 0 


V & 約 


新庄 盆地 東 縁 部 小国 川治 岸 に 起 出 する 爽 亜 炭 層 群 に 含ま れる 砂 の 垂直 方 
向 の sampling を 行い , その 50 箇所 な つい て の 尊 度 分 析 を 行い 次 の 様 な 
pra hae fa ‘ 
(1) median diameter と coefficient of sortmg, standard deviation 
と skewness, krutosis DS 46K xb A, B, C, D の 4 type た に 分 は 
IE & Dp aoe See 

(2) A type RU B type は 夫々 環境 の 変 移 に 乏しい 砂 相 を 示し , こ 
れ に 反し て C type 及び D type は 前 閉 に 比べ て 環境 の 変化 が 著しい 均 
ee Se 

(3) DLEOSRIZBHKG LY bit, 盆地 周辺 た 於 て 最も BERS 
(K,) 2%o-Ch SAPKEAERE (sampling No. 27 CAM) HDC E - 
下 に 2 分 し 得る 著 じ い 環 境 の 垂直 族 化 を 示し て いる 。 
(4) 鮭川 ・ 八 向 両 層 は 立 度 分 析 征 の 区 分 は 出来 な い が , EROS RIS 
ざさ は 区 分 可能 で あり HR Btype 及び A type に よっ て 代表 され る 8 
(5) 清水 ・ 泉 川 両 層 は 凝灰岩 の 鍵 層 (K5) を 以 て 区 分 され て いる が な が , hh 
度 分 析 か ら は 強い て standard degiation か ら 僅 か に 区 分 され る が その 明 
確 な 差違 は 論 ぜ られ な い 。 
盆地 東 縁 部 た つい て は 以上 の よう な 結果 が 得 ら れ た が , Bice 
央 部 の 標 式 地 或 は その 他 の 地域 を も 谷 め あて, 筆 地 全 域 に つい て , この 方 法 
を 及 ほ し た 場合 どの どう な 関係 が 見 出さ れ , それ が 又 盆 地 の 和 形成 運動 に あ 
づか つた 堆積 環境 と の 相互 反映 と し て , どの よう に 関連 づけ られ て いる か 
な どの 問題 が 今後 だ 残さ れ て で てい る が , 引続き これ ら の 事項 に つい て 検討 と 
考察 を 進め あて 行き た い 。 
研究 費 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よっ た こと を 明記 し て 放 意 を 表す る 。 
1) HOM LOCA HOR LD 南 縁 部 に 追跡 され た K, felt, 田口 , 阿部 に 
ょ っ て 更に 東南 縁 部 に まで 確実 に 追跡 が 行わ れ な た 。 
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北海 道 革 小牧 市 を 中 心 と せる 海 演 砂 鐵 鏡 床 に つい て (1) 


The iron beach sand deposits along the coast between 
Mukawa and Horobetsu, Iburi Province, Hokkaido (II) 


A 町 北 一 郎 (Hokuichiro Ohmachi) 
鈴 A YA 夫 (Yoshio Suzuki) 
i |i % (Akira Hayakawa) 


5) 砂 鐵 鉱床 の 種類 並び に 鉱石 に つい て 


現在 まで た に 砂鉄 鉱床 は 大 きく 分 類 し て , 

(4) 第 三 紀 及び それ 以前 の 砂鉄 鉱床 

(a) 第 四 紀 漢 積 層 砂 鉄鉱 席 

(へ ハ へ ) 第 四 紀 沖積 層 砂 鉄 鉄 床 
に わけ られ て いる が, 当 調査 区 域 に 見 られ る も の は (へ ) CBT SRR 
床 の み で , その 種類 も 所 請 浜 砂鉄 で ある 。 

次 に 調査 に と 当っ つて 肉眼 的 に 浜 砂 鉄 の 品位 を 決定 する た め に 次 の よう な 段 
階 に と ょ っ て 分 類 し て みた 。 (A) Fe 70%+ (所 請 紫 黒色 の 砂鉄 粒 約 80 
% 以上 含ま れ て いる 場合 ), (B) Fe 50% (AeA 70% 以下 で 他 の 砂 
粒 が 30% 以下 の 場合 ), (C) Fe 35% 以上 (We REDS 50% 位 で 他 の 
砂粒 が 50% LECH SBA), (D) Fe 35% 以下 (砂鉄 灯 が が 30% 以下 
CHhO WEEDS 70% 以上 っ で くる 場合 7 そこ で さらう 倒 枯 7 
が うと , (A) クラ ス に 属す る 品位 を 示す 砂鉄 鉄 床 は 本 調査 芝 域 で は み ら 
at, (B) クラ ス に 属す る も の と し て ,、 来 馬 鉄 山 と 登別 川 河口 の 西南 の 
地点 の も の が あげ られ, (C) クラ ス は 虚 棒 浜 附 近 の も の , (D) クラ ス は 苦 
小牧 の 防波堤 附近 の も の が これ に 属す る と 観察 し た が , 大 体 に 於 て 分 析 結 
果 と 余り 変動 が な か つた 。 次 に 砂鉄 の 比重 に つい て は Fe 40% 以上 を 2.5, 
Fe 40~30% は 2.2, Fe 20~15% は 2.0 LAL CHALE 

次 に 普通 砂鉄 層 を 構成 する 鉱物 成分 と し て 主 な も の は 」 BAH, ES 
右 , 曹長 石 , 灰 長 石 , か ん らん 石 , 紫蘇 畑 石 , CG, BES, 金 紅 
A, FANE, FIV BSR, BERG, 赤 鉄 鉄 , マグ ヘマ イト , 神 鉄 鉱 , BHR 


1) EO EARN oT DE 


2) 福田 連 ; 砂鉄 , 岩波 講座 , 1932 


研 * Sour SP eRe Seow DNF 


SK, RGA, PRESS S. RHAAHIMO WSEAS 
(CBIR LICKER Clk, ABFA SR IL RGR, FI VRSIC LC, PERAK 
& L Clase in a> FH AS ARES DADA B> AGS 石英 > Be 
> 金 紅 右 > > 7 Oo LRRES CH S (FH II), 

RIS CHS ORBMBILS < OBRE< ABSENT: SOMECHES. LR 
SE Il CH Sm < aH, MEA DI RRA Bt BAD 
FERS << BBAnK, CHO ORM HIT OBankeBAwLIEAL 
て お り £OPRRICINSA, BVY 727%, ZB KAR) 
が み ら れ た 。 DEDHRBARICA LNT Es SBME OMIOAMBAD 
背後 と ある 療 右 類 を 構成 する 人 物 成分 に 類似 し て いる こと が 想像 で きる 。 

HAD WROMEY は 大 体 40~ Ne es 
WSR, OCB 0.1-0.3mm /"ECHSZEV HHS. 即ち 青森 , 
IK, 秋田 県 の 山 砂 鉄 は 大 部 分 80 メッ シュ 以下 で , GR DUD RIA 100 
メン ツ シ ニ 以下 が 多く 中国 地方 で は 浜 砂鉄 な な 6080- ヌ マッ シマ, 山 砂 鉄 は 
100 2YYSADWERABD CHS. RAIMA OMRIL SC~SO XY a 
CHEE ee ee 

ARPAANIE EAULHIU~ PEEL A 51 SHRED WRUILA LRA & 6 Sle 

Tia s Se, HP CHS Doe 

@ HR; (28~30 メ ッシュ ) @ He (40~80 メ ッシュ ) 
@) MK: (830 メ ッシュ 以下 ) 

= DW ORL DFAT FE ZINE, WRAY @ © 60 2yY 7 ahh ORE 
を 持つ 海浜 砂 の 部 分 に 最も 良く 冊 存 する 傾向 が ある と 考 を られ る 。 

次 に 写真 I【 で み ら れ る 如く , 各地 の 砂鉄 を 鏡 下 で みた と き の 粒 度 を 示す 
a OA ET OTC BT, (2) Same 
fit (KX, 0.07~0.1mm, 他 形 ), ana , 0.04-9.06mm 
他 形 ) , (4) AG (KS, 0.05~9.07mm 球形 ), 0 
0.09~0.12mm, fh). 


6 BHMAO DH ff 
本 地域 の 砂鉄 鉱石 の うち 写真 I!! に み ら れ る 6 THOMA Aw ICO 
いて で て, その 構成 鉱物 容量 比 を point-counter に よう り 鈴木 江 夫 が 測定 し た 。 
その 結果 を 示し た の が 第 4 表 及 び 第 14 図 で あぁ る 。 
こと の 第 4 表 か ら み て も も , 石 類 が 如何 に 多量 に 存在 する か と いう こと が 
WI, Blt No. 48 OBS OMB BIC 4 13.2% OM GRE. MK 


長谷 川 態 彦 : DH, 35~66, 1939 


No. 16. 百 老 附近 の 砂鉄 


No. 20. 登別 川 河 ロ 附近 の 砂鉄 No. 48. 来 馬 鉄山 の 砂鉄 ( 精 鉄 ) 


No. 55. 苫 小牧 川 附近 の 砂鉄 No. 57. RSSKIUO WER 
° oon 
I 


Hy... .SeRRG, Ol....®ABAG, M.... BERK 


RoR HR 4 9 


BAR 各地 砂鉄 鉱石 の 構成 鉱物 容量 比 


サン プル 番号 | No.55 | No. 16 | No. 26 EME SS 
ae B 4/8 4) Sai (RS ES BALL 

= | avail Boyett hel snl een | “teeny | ae) 
Opaque minerals 26.8% 15.5% | 31.8%) 1) 81.8%|" 865286), 335286 
*Hypersthene Pot 12829" 5 24.3 10.6 | 10.2 Son 
* Augite 12.0 20.0 | 21.1 4.3 | OE TS 
Olivine 0 | 
Hornblende 0.3 | 0) 0 | 0.1 
Plagioclase 7.8 LOZ) Saleem 1.4 OT 8.8 
Biotite : | 0.1 
Quartz OBe iaeer 05 pede | 86 
Garnet 0.1 | | 0.1 | 
Chromite 0.4 
Other minerals & | 
rock fragments 30.7 24.2 | L728 | 1.6 0.4 2.9 

合 計 100%| 100% |? 100951 = 21009%) = 100%; 100% 
*Hypersthene 65% 65% 59% 54% 71% 78% 74% 
* Augite 35% 35% 41% 46% 299%% OR 26% 

(Pyroxene 100%) 
第 14 BY 
Opaque minerals 


Pyroxenes Other minerals 
& Rock fragments 


No. 20 DEBIINTT BPD DREAILIA C & Bs No. 48 OATH & be 
較 し て 同じ 位 の 値 を 示し て いる こと は 興味 ある 現象 と 考え を られ る 。 
MIC = DF rock fragments 及び other minerals と いう の は 前 
PRE SMC RVYTILNA, 安山岩 』 放散 虫 チ ャ ー ト , PERO aGAe 
(hE Dene ( 金 紅 右 等 ) を 示 す も の で 特に No. 55 の 苫小牧 川 河 ロ 


220 


BAR DR A & at 


第 15 & 


各地 区 産 浜 砂鉄 の Fe, TiO, BKM 


① 一 鷺 川 , REA. 勇払 地区 の 浜 砂鉄 分 析 値 ⑨ 一 苫小牧 , 錦 岡 , 社 人 台地 区 
の 浜 砂鉄 分 析 値 ③⑨ 一 白老 , 萩野 , 竹 浦 地区 の 浜 砂鉄 分 析 値 ④ 一 虎杖 浜 , 
登別 地区 の 浜 砂鉄 分 析 値 ⑤ 一 来 馬 鉄 山 の 浜 砂鉄 分 析 値 


第 16 図 


(2) 


BE OM mS 


era t0 20 26m 


@ 自 老 一 竹 浦 一 虎杖 浜 海岸 断面 図 ② 苫 小牧 海 周 断面 図 


Myre No. 16 of 


老 町 ( 旧 高 砂鉄 山 ) 附近 に 多い こと は , その 原産 地 


te ABS by RG OD UG EO Fee FD [HIT RD Felt Hiei 


Voy RESIN 


は それ 以 東 の 海 に 注ぐ 


か な り 遠 方 か ら 海 に よ 


と これら 東部 の 山地 か ら の 水系 は 現在 で は 一 生 殿 川 叉 
た め , 本 調査 地域 に 於 ける 浜 砂 鉄 の 少く と る も 一 部 は 
NN RE TSS 


また 各地 区 の 浜 砂鉄 の 化学 分 析 値 を みる と , 大 体高 品位 の 砂鉄 な Fe 50 
%, TiO, 8% 前 後 た 達する が WH Fe 20~30%, Tio, 2~5% DOB 
囲 の も の な が 所 調 貫 状 砂鉄 層 か ら 得 られ た 砂鉄 た 多い 。 そこで 各地 区 産 の 砂 


鉄分 析 値 を 表 に 記入 し 


て で て 示し た の が 第 18 図 で あぁ る 9 この 表 か ら 7 当地 方 


の 浜 砂鉄 ほ OW, WU" の 線 以 内 に 分布 する も の の よう で ある 6。 
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第 17 図 HARM RA PRODI (PREIE ME) 


Bie OV ERA 海浜 理 CA) 


A 信 品 位 都 人 Bee 
[ロロ Baits 


7) BBUSEOMERRERBICOWT 
JED BEB OPRPR UIC OV CIE BYR), EA ZEAE? に 依 つ て 海浜 
の 傾斜 に 略 々 平行 し て レン ズ 状 又は 麻 行 状 に 砂鉄 層 が 存在 する と 述べ られ 
て いる が , 今回 の 調査 で は 現在 の 海浜 の BMI LTE > METS LI 
な 賊 存 状 況 を 示す と ころ が 苫小牧 海岸 及び 邊 老 一 竹 浦 ~~ 虎杖浜 海星 で み ら 
れ た (第 16 SB), RARER? に よれ ば 海浜 型 砂鉄 を (A) 及び (B) 型 
に 分 け (第 17 図 ) , (B) 型 の 浜 砂鉄 層 は や > 訣 行状 を な し て 賊 存 し , (A) 
Mth LGORE Arie. 次 に (B) 型 の 場合 に 座 ける 砂鉄 層 の 品位 状態 
OV CHK LB IS 図 の 如く 一 つの 砂鉄 層 で も 比較 的 上 部 層 は 高 品 位 
WAL, 下部 層 は 低 品 位 を 示す 信 向 を 有する よう で , これ は 来 馬 鉱山 の 砂 
鉄 層 の 賊 存 状 況 か らし て も 若干 観察 出来 た 。 
次 に 砂鉄 特に 浜 砂鉄 の 成因 た に つい て は , FA ECK< COARICKOTCH 


1) 渡辺 萬 次 郎 ; 砂鉄 鉄 床 に 関す る 二 三 の 観察 , 岩 破 , 31, 64~79, 1944 

2) 吉村 泰明 ; 北海 道 叶 火 湾 沿 岸 の 砂鉄 の 農 存 状態 た 就 い て , 地学 雑誌 , 55, 342 
~348, 1943 

3) 斎藤 正雄 の 談話 に 依る 。 
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を られ て いる が , BSIPEICKOCHEZ DNC: SKACARMICART 
OE 


BG GK = 


pn i en | っ 
Gite) eae) (a. SH) | 


a 


His Hh. HED BGK || Be 秒 鉄 付 
(原野 , 丘陵 , 砂層 ) (e #®) 


ELLCOLICL CHRAIEZTV Sh CRMLE ESM SMG 
DDRILCOGRO LHX ICT DS KL SO BESO CDs bp 
BELT LOD, TWIOPERICKRO CHHCIRNC A, HOPCE REA SU, 
こと これら が 風 波 等 の 自然 の 力 で 海浜 に うち ぁ あげ られ た も の が 所 主 浜 砂鉄 で , 
従 つ て これ ら の 泊 砂 鉄 の 濃 集 する 部 分 も 時 々 変化 する こと が 想像 され る 。 

8) 総 括 

この 調査 報 文 は 鷺 川 ~ 申 別 間 に 分 布 す る 所 請 沖 積層 砂鉄 鉄 床 に つい て 述 
べた も ので, その 浜 砂鉄 は 次 の 地域 に 濃 集 し て いる 。 
苫小牧 川 の 西海 持 に ある 防 波 坦 附近 か ら 西 方 に 約 700m の 海浜 。 
自 老 町 の 海 早 と 一 部 西南 方 の 浮 石 層 の 下部 。 : 


B 
LSU RISE §S PAE OME PLES HERE O PICA DN ZWEI 

次 に 本 地域 の 砂鉄 鉱石 を 顕微 鏡 的 に 観察 し た 結果 で は , BEGG, FIV 
RK, SAAR, VER, SRG, DADA, FBSA, Be, BES, 
ALA, MA, 7o-LRRSRADonrK, TOmseAme LC, & 
A, ホル ン フ ェ ル ス , Ris, 放散 虫 チ ヤー ニート 類 が 含ま れ て いる 。 MED 
鉄 の 品位 に つい て , 高 品 位 を 示す も の は Fe50%+, TiO, 8%+ が 最も 
多く 。 低 品 位 の も の は Fe 20~30%, TiO, 2~5% ORAL, 


叉 現在 稼 行く され て いる 砂鉄 鉱床 と し て は 来 馬 鉄山 の み で この 他 に は , か つて , AS 
町 附近 の 高砂 鉄山 が 稼 行 され ん と し た こと が ある 。 以 上 の 調査 は 鈴木 酢 教授 の 御 指 首 
の も と に 未 利 用 鉄 資源 開発 調査 の 一 端 と し て 行 つ た も の で , これ ら の 関係 議 氏 の 方 々 
に 衣 意 を 表す る も の で ある 。 (58) 


ーー ヘー ヘー 


7819, SHRASRRCRHBLDE 


Meyrowitz, R. 


従来 発表 され た n=1.74 LEO 


を 文献 か ら 選 び , これ 等 100- 箇 以上 の 
浸 液 に つい て , (1) 純 液 体 , (2) VAR. 


(3) 純 固 体 , (4) 混合 固体 に 分 類 し , そ 

二 三 の も の に つい て 簡単 な 説明 を 加え 
Co EETICE n= 74), 
C,H;AsI,(1.85), Se,Br.(2.1) 4 AH 
Bo (2) KBFSRORIRKRLLT C, 
HgNH,, AsBr C,,>H,Br,.CS,, CH 
Se,Br,, HO 等 を 用 い , WAELT S, 
Se, P, As,S5, As.S3, Hgl,, RI 等 を 
言う る る の で この 中 CH,I,-S (1.78), 
CH,1,-AsBr, -S (1.81), AsBr,—-As,S,-- 
AsI, (1.96),- AsBr,-As,S,--S (2.00) 等 
LEAL AM CWA, HH, AsBr,-As,S., 
S, HgS, As.S,, Se 等 に よる 五 種 の 新 し 
WIRE (OTNY ヵ =2.00) を 見 出し た 。 
(3) に 属す る も の と し て , SbI;, As。S。, 
SS Hgl,, P, Se, S, OL (4) 
と し て は AsBra+ As.So, As.So+ Helo, 
Piperine+ SbI,+AsI,, 5+As, S, 合成 


樹脂 , TICl+SnCl。 447354, (Am. 
Min., 40, 398~409, 1955) [長谷 川 」 
7820, 電子 題 微 鏡 の 鉱物 学 へ の 暴 用 


Dwornik, E., Ross, M 

Colorad DEV FY-RFV ULE, 
Dakota の 亜 炭 , Florida DRAKLESO 
中 に 含ま れる 徴 細 な 鉱物 を , EFAS 
で 撮影 し その 形状 , 粒 の 大 き さ , 結 品 形 
等 を し ら べ た 。 こ こ で 電子 顕微 鏡 的 記載 
の な され た 鉄 物 は iron-vanadate, sch- 
roeckingerite, metahewettite, pitch- 
blende, carnotite (以上 Colorado 産 ), 


及び uranocircite, autinite, parsonite, 
bassetite, carnotite, hydroxyl-apa- 
tite (LEA REL), EO RERRE Vk 
亜 炭 中 に 含ま れる attapulgite, +g 
物 , 鉄 明 毅 石 等 で ある 。 電子 顕微 鏡 を 用 
WT, ウラ ン 鉄 床 中 に 随伴 する 多く の 徴 
細 鉱 物 を 鑑別 し , それ 等 の 成因 的 調 属 を 
明らか に する こと が で きる 。(Am. Min., 


40, 261~274, 1955) [長谷 川 ] 
7821,  RESSSI OBR & BF 


Schmidt, E.R., Vermaas, F.H.S. 
RERGO DTA curve (kl DORA 
ビー ク の 存在 で 特徴 ず け られ る 。 Bait 
の 結果 得 ら れ た 生成 物 を X 線 で し ら べ ぞ , 
この 三 つ の 発熱 ピー ク は Fe の 酸化 に 
基 因 する こと を 明らか に し た 。 最初 の ピ 
ー ク (860~375°) は 粒子 の 大 小 , 即ち 
粒 の 表面 積 の 多少 に よっ つて 変化 し , 粒子 
の 表面 に Fe。O。 の film が 生成 され る 
た め に 生ずる 。 第 2 の ピー ク は 580°C 
以上 で あらわれ , 格子 中 に 酸素 が 拡散 に 
ょ っ つて 侵入 し , Fe2O。 を 生成 する た め に 
生ずる も の で あろ 3 う 3。 BERRO 
magnetism が paramagnetism 
移す る と (キュ リー 点 5909), BRO 
BULABIVTDNSZEDIRAS. 又 磁 鉄 
鉱 の 格子 恒 数 を 新 に 測定 し , これ と 化学 
成分 と の 関係 を 検討 し た 。 格 子 恒 数 は 
Fe を TMg* カ で 置換 する どき な る 
傾向 を み 出 し た 。 (Am. Min., 40, 422 
~431, 1955) [EAI 
7822, Warren County # sinha- 


ferre- 


に 転 


lite. Schaller, W.T., Hildebrand, 
F.A. 
1932 年 , ニュ ー ヨ ョ ヨー ク 州 , Warren 


County か ら serendibite と 共に 産 し た 
未 決 定 鉱物 が , 最近 を セイ ロン か ら 記 載 さ 
Nie sinhalite 2MgO-Al,O,-B, 


$540 aA DU RSS 


Os (ARH 7335 人 参照) に 同定 され た 。 本 
th CLBMA Me BOT: 石灰 岩 中 に 薄 
い 層 を な し て 産 し ABHARKC, 屈折 率 
I WT 
学 性 は 負 で ある 。 比重 3:2C。※X PUK 
写真 を セイ ロン 産 の も の と 比較 し た 所 
よく 一 致し た 。 (Am. Min., 40, 453 
AST, 1955) [横山 ] 
7823, =F 7: BARWVUAORE 
Hutchinson, R.W. 

コロ ンプ ブ 石 一 タン タル 石 系 鉱物 の 研 魔 
片 に つい て その 施 光 性 を 調 ら べた 。 AB 
光 に ょ る 見 掛け の 旋光 度 と , 化学 成分 と 
の 間 に は 余り 関係 は な い が , 旋光 分 散 を 
比較 する と 化学 成分 如何 に より か な り の 
姜 夫 あら われ , これ は お も に FeO/MnO 
に 関係 が ある よう で ある 。 有 又 上 比重 は FeO 
/MnO 及び Nb。0。/Tas0。 に 関係 する 。 
Tapiolite | 正方 ) は 旋光 度 , polarizing 
figure を 比較 する こと に より 容 易 に コロ 
ンプ 石 一 タン タル 石 系 BD (BA) LK 
別 で きる 。Mossite (Fe,Mn) Nb,O, & 
U4 mossite-tapiolite 系 の 存在 は 
疑問 で あぁ る 。 lmenorutile と いわ れ て 
WRBMICOW COMM CL ING 
BMOBMCR<, コロ ンプ デ 石 と ルチル 
DIES MCh? lmenorutile な る 
鉄 物 の 存在 も 疑わ し い 。 (Am: Min., 
40, 480~452, 1955) [長谷 川 ] 
7824, 印度 Bhandara #47, Chikla 
vv AY HME Bilgrami, S.A. 

Sitasaongivy HYRWOwV Hv K 
SBRUBERHArRIOT, ペグ マタ 
イト が 存在 し , ご さ の ペグ マタ イト 中 に 次 
の = 種 の マン ガン 角 隊 石 を 産 し た 。 こ れ 
PT VAY fl GO — fe CHS, 
Winchite は 桃 一 青 の 多 色 性 を も ち , 
MnO, OS Hd V.38wt% で ある 。 Ti- 
rodite (xHif, C 4 MABAX <, - MnO 
6.24% に 達する 。 Juddite 2H KO 


多 色 性 を 示し MnO 7.69% "を & Go 
Chiklite き ば 渡 峡 色 を 時 1 必 肖 多 侍 竹 は 
juddite に 類似 する が , EMORALS 
に 良く 発達 し て お り , MnO 2.559%6 - で 
あぁ ある 。 MnO の 供給 源 と し て マン wy sh 
Bho Mn。O。 #2 TWA, Moon 
も 多量 の MgO を 含み , 特に Tirodite 
は MgO 29% に も る 達し, その 起源 と し 
て 雲母 片岩 の 同化 が 考え られ る 。 (Min. 
Mag., 30, 633~644, 1955) [aif] 
7825, Ballycraigy # scawtite 
McConnel, RG 

北ア イル ララ ンド, Larne, Ballvcraigy 
VCH CT Scawtite BHM L 2, AE PIS 
KYO, RAKES t BE OR A 
部 の larnite #AO/)fsAc tobermo- 
rite と 共に 産 す る 。 ak TIS CH 
Wo SAN EE), 比重 は 2.77。 
光学 前 性 質 は €=1.595, B=1.605, Y= 
N622 2M 0. a Bh = 0 
YA c=34.5°, 単位 格子 恒 数 は Tilley の 
方 位 を と つた 時 a@o==6.61A, bo。=15.22, 
€g=10.98, B8=115°24 CHA, (hs 
分 析 の 結果 , 化学 式 は CagSi,OQ).-2H,O 
:CaCO, &2, xonotlite Ca,Si,O,.° 
2H,O ORM LBAENS iM 850°C 
に 加熱 する と , 複 屈折 は 小さ く な り , = 
の 如 熟 試料 の 粉末 写真 は wollastonite 
&E—-RTS, (Am. Min., 40, 510~ 
514, 1955) [横山 ] 
7826, . Crestmore 産 scawtite 
Murdoch, J. 

カカ リフ オル = ヤマ 州 Crestmore に あろ る 」 
Commercial 人 鈴 山 か ら scawtite 示 産 出 
し た 。 AKA ORMZE BOF IS 3 TW ARE 
な し て 産 し , MURHLO 集合 か ら な る 。 
ALMA ARC, {100}, {110}, 
{120}, {130}, {010}, {101} の 面 か 
ゎぁ な り , {100} が 発達 する 。X 線 的 研 
究 の 結果 , ZAR 1 2/m に 属し , 単 


oe poi 


PEASE BRE a@y=10.22A, b)=15.42, 
C9=6.70, dg: by : Co= 0.6628 : 1 
0.4345, 8=100°29’ 示 得 られ た 。 粉末 
写真 は 3.04A, 3.01, 2.49, 2.386 1.898 
に 強い 回 折線 を 示す 。 MO OOD I 
ix, Tilley m {001} % {100} tL& 
も の で , この た め 面 指数 は 簡単 に な り , 
叉 単位 格子 恒 数 は より 小さ く な る 。(Am. 
Min., 40, 505~509, 1955) [横山 ] 
7827, ウラ ンマ 鉱物 の 研究 (XVII): & 
成 schroeckingerite Ross, V. 
Schroeckingerite を 次 の よう に し . て 
合成 し た 。 1) 0.05m の NaF ょ と 0.15 
m の Na,CO;-10H,0 の 600cc 水落 
液 を つく る 。 2) 0.05m の UOSO,: 
3H,0 ®. 200cc KARtD< So 
3) 0.15m ® CaCl, 100cc 水溶液 
POR Dee OS ee を 合併 混合 し , 
NH,OH で 中 和 す る と ; 
rite PRHELEOTC Hk BOWLS 
る 。 こ れ を 青 結 品 す る と 0.5m KOM 
結晶 が 得 ら れる 。 こ の 結 HO 屈折 率 は 
a@=1.495, p=1:543, Y=1.544, 2V= 
16°, 二 軸 性 負 で ある 。 X 線 粉 末 写 真 か 
ら 計 算 し た d- の 値 は 天然 の も の より や 
や 大 きい 。 叉 屈折 率 は 含水 の 状態 に よ つ 
て 変化 する 。 高 Mg, K, Li, OH Soe 
BADBMD RANK (AHH 7739ZB 58) 
(Am. Min., 40, 453~457, 1955) [横山 ] 


schroeckinge- 


BBBRUALE 
HESEAILSRBBEAO 
Dennen, W.H., Fowler, 


7828, 
REAM 
W.C. 
EPR BAO EBOCAMN RICK E 
AECEATSREDMEOLOC, 256 
素 の は な つ 夫 々 の スペ クト ル 線 の 強度 比 
は 夫 等 元素 の 濃度 に 比例 する と 云う 仮定 
の 下 に 次 の 関係 を 用 いて いる 。A+B+C 


X=100, ..A/A+B/A+C/A+.. 
. -X/A=100/A, 従 つ て, A=100/(1+ 
BPA C/ Arty ok FANS Be Up 


ば ALOSY=A と すれ ば A=100/(1+ 
SiO,/A+TiO,/A+Fe,O,/A+MnO/A 
+Mg0/A+CaO/A+Na,0/A+ K,O/ 
A) と な り (但し FesO。 は 全 Fe Be 
Fe,0; と し て 表わし た も の ), 之 等 酸化 物 
の 相対 的 洪 度 を 測定 する こと に よっ つて 
Al,O, を 定量 し 得る 。 標準 花 答 岩 , 交 緑 
岩 , 硝子 基 の 他 5 個 の 大 成 益 に つい て 
CaO/Al,O。 の 濃度 比 と スペ クト ル の 強 
度 比 の 関係 が 直線 で 示さ れる 事 を 示し , 叉 
元素 の 含有 量 に よっ つて 使用 し Re gee 
トル 線 の 波長 を 記し , 本 測定 ye LLM 

析 の 結果 と を 比較 し て 基 の 誤差 ae 

10% AYXCHSZ¢LB5, 

本 分 析 法 に よ つ て 多数 の 頁岩 , 砂岩 , 
風化 花 賠 岩 等 を 分 析 し た 結果 を 図示 し て 
いる 。 本 分 析 法 は 唯一 回 の 操作 に よっ つ で 
各 酸 化物 を 定量 する こと が 出来 , 迅速 で 
HS ER (Bull. Geol. Soc. Am., 66, 
655~662, 1955) (Af a] 
7829, ハワイ CEOERKSRORRE 
起源 Powers, H.A. 

ハリ イ 諸 島 で は , KURO 初期 に , 
し ば し ば し か る 急激 に 多量 の VES bt 
L> 橋 状 火山 を 形成 し て いる 。 
流 は いく つか の ハワイ 大 出 の 大 き な 部 分 
を 占め て いる 。 斑 酸 に 飽和 し た KRBE 
WOR Bt CHS, 著者 は この 論文 で , 
従来 の 研究 の 資料 に も と ずい て , この 原 
BROKG BLU 起源 を 考察 し て で てい 
る 。 な お 岩 右 の 化学 成分 を 表現 する 方 溢 
LLC, MENT TAYTO BELY, 
MeeNcAR, 鉄 の 全量 , 石灰 アル カリ 
の 全量 を お の お の と つて いる 。 LOM 
LOL, 974 OFM KBE (Mac- 
donald に よる ) WGA EAKBORER 
に 飽和 し て いる 。 BRAD 成分 を プロ ツ 


2 Owe 


p42 SAG OE KS & ws 


bLUG, Nt BAO Kae 7aVbL 
た も の を 結ぶ と , 直線 的 な 関係 と な る 。 
2 2H “olivine control’ と 呼 
ん で いる 。 (同様 に “hypersthene con- 
trol” を 設け て いる 。) これ ら の 関係 を 見 
Ak, 同じ 大 山 の 中 で も まな た 人 違 つ た 大 山 
ORC, TERE O RIC わずか の 差 が 
み ら れ る 。 著者 は それ で , それ ぞ れ の 活 
Blt, この 岩上 か ら の いく つか の batch 
( 潜 酸 含量 に いく ら か 差 の あぁ ある) に 依 つ て 
WDEBA WS. MAD 移動 に よる 
BEO MEI, CORRAL 認め られ 
な い 。 TUAVICBABRRK ZLWOKER 
ARs, HRC RRO on 
は いく つか の ハリ ワイ 大 山 の 活動 の 衰退 期 
に , ご く 稀 に わずか に 噴出 し て いる に 過 
ぎ な い 。 MHA SRA Hao gic 
よる 分 化 が , これ ら の 類 岩 の 間 に 明 ら か 
で ある が が, SHICEDCEROD 不足 と ア 
WMAVICEGLL ETH MAT SOL 
は 出来 な い 。 こ の 論文 の 後半 で , ハワイ 
拓 山 の 活動 の 記録 と その 岩石 学 的 性 質 の 
多く か ら , 岩 械 の 起源 と その 生成 の 過程 
に 対し て 以下 の よう な 仮説 を 述べ て い 
る 。 す な わ ち , RAED batch は , eR 
ita 2s recurrent process に よっ つ 


ChE S TEST SEW PHA CH SO 


=® recurrent process & (i = Bh, 


(nutation) の 偏 圧 に よ つ て AE DA 
CEtET SMH CHS, この 過程 に よ 
OCH RA LIE TA Cre ¢ . EO BI 
RA BLU SHKEOBIGMUMSS 
で も が 一 定 の 制限 され た 深 さ の zone で 
VERS 414, (Geochim. Cosmochim. 
Acta, 7, 77~107, 1955) [島津 ] 


7830, 岩 張 の 結晶 作用 に 於 いて 微量 元 
素 配 分 を 支配 する 原則 1: Bsa Ah 
OBf Ringwood, A.E. 


AEGON PRTEKOMD & 取扱 っ た 


Goldschmidt の 法則 は , ZA HS 
な い 様 な 場合 を 持つ 元素 に は 電気 的 負 性 
の 違い で を 者 慮 に 入れ て 修正 を 必要 と す 
る 。 徴 量 元 素 が 実質 上 それ が 拓 装 (ca- 
mouflage) する 元素 より も 高い 電気 的 貧 
性 を 持つ 場合 は その 元素 は 一 層 大 きい 
covalent を 作ら うと し , その 結果 その 
host 元素 より る も 結 品 中 で 一 層 弱 い bond 
を 作る 傾向 が ある 。 か か る 元素 は 結晶 中 
に 速 に 迎 へ 入れ られ な い の で BR ORM 
中 に 濃縮 し て 来る 。 微量 元 素 の 電気 的 負 
性 示 そ の host 元素 より る も 小さ い 時 は 逆 
に host 元素 を 含む 結晶 中 に BEANE 
aL C3So ZOBERIX host 元素 と 微 
HICK L O'BRNAEOZBBALR O.1E 
り も 大 きい 時 に 適用 され る 。 そ の 差 が 0.1 
又は 之 よ り 小 さい 時 な 一般 に Goldsch- 
midt の 配分 の 潜 測 が あて は まる 。 (Geo- 
chim. Cosmochim. Acta, 7, 189~ 
201, 1955) (iE FA] 
7831, SKSSBE Green, J., Pol- 
dervaart, A. 

太平 洋 並 びに 大 西洋 地区 に 於 ける 玄武 
岩 に 就 い て 前 者 で は 116 個 の 分 析 か ら 
12 地方 の 平均 値 を と, 後者 で は 25 個 の 
分 析 か ら 9 地方 の 平均 分 析 値 を 掲げ , 
各地 区 の 平均 分 析 値 を 算出 し , Lito 
Cenozoic 31, Mesozoic 12, Paleozoic 
6, Precambrian 8 OXREBEAK OX 
WAM CoS, 結論 と し て (1) 
大 洋 区 の 玄武 岩 の bulk で は SiO, AA 
飽和 で ある 。 (2) RHRIOTL TERE 
禁 の 組成 は 一 貫 し た 変化 が 存在 し な い 。 
(3) Katze RAR 明瞭 な 型 は 見 られ な い 
DS, EEMRoORIAIL 7 tholeiitic な る の か 
ら , 不 飽 和 の olivine-basaltic な も の ま 
で 連続 し た 系 列 が 存在 する 。 LORIE 
武 岩 々 絆 が 上 部 で 局部 的 に KERR L 72 Ble 
生じ た と 到 う 説 と 一 致す る よう に 思 は れ 


BER 5 (Geochim. Cosmochim. 
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} wy ; 
Acta, 7, 177~188, 1955) a する 事 は , AGKIROA PIs 一 期間 で 終っ 


SRR SB 

7832, 北部 Peru, Chilete # Wyss 
OGs—snEBsLAR Simons, F.S. 

この 地帯 で は Cretaceous age の 地層 
を , ACIP DICER L ZAG 不 整 合 に 
RWBRBAD REXAv, この 安山岩 
質素 層 中 の 拓 山 岩 中 に 鉱脈 が 用 胎 する 。 
鉱床 は Chilete 及び Paredones 附近 に 
iL, sEre 1,700 KR, HRA 4K, 
深き 245 米 に 及ぶ お も の が あり , SRB 
REMI, BRR, MRR. BS 
Siok, AEA, WARK RRBs 
で , GALI OIBCHS, & (CREA 
TK FAR AGFRMILEA LEA, 
BEE D350 最も 稼 行 され た の は Pa- 
redones 地区 で , 北西 方 向 の 主 脈 群 と 東 
北東 方 向 の 枝 脈 群 が あ ぁ あり, 60° DEC 
倫 す る 。 主 脈 は 東北 東方 向 の 逆 断 層 で , 
落差 教 米 位 で 階段 状 に 切ら れ , MER 
治 う 録 床 生成 後 の 運動 も 認め られ る 。 = 
三 の 富 鉱 部 が あり , 脈 市 が 変化 する が , 
これ は 鉱脈 の 生成 中 又は 後に , BRO 
西部 分 が 北西 方 向 に 動い た 狗 に 生じ た 様 
HAS. MEM LRRD 交錯 部 に お け 
る 所 調 落 合 直 り は 存在 じ な い 。 Paredo- 
nes [HE CIBERHSRAATC, RB 
塩化 作者 に 引き つづ いて SHARIA UE Cla he 
ZSECVEA AER VEAL SCARE OEE 
化 , PRUBBIELRU RRC BDO 
れる 。 BIRLA HCH, BER 及び 交代 
作用 を 示す が , BREE BT So 
Pb-Zn に 就 い て 両者 の 品位 の 和 は 鉄 脈 
の 深き と は 無関係 に 見 える が , Zn/Pb 
の 上 比 は 深 さ と 共に 増加 し , 一 般 に 3 番地 
並 と その 下 の 4 番地 並 の 聞 で 増加 が 急 で 
ある 。 し か し 各 録 脈 に お ける その 変化 の 
一 様 性 及び Pb-Zn の 総量 が 非常 に 近似 


た 事 を 示す 。 (Econ. Geol., 506, 399~ 
419, 1955) [鈴木 ] ・ 


7833, Arizona Monument Va- 
Ney 地方 に お ける VF v GRAB 
Mitcham, T.W., Evensen, C.G. 
SHA owas TB bY OB De- 
Chelly 砂岩 層 , Hoskinnini Wea yee 
j@, = enc Moenkopi 細 粒 砂岩 ・ 泥 岩 
層 及 び Shinarump ale (Ma. yer, 
洋 化 木 等 を 令 む ) より な る が , 後者 Shr 
narump 古 岩 層 の 堆積 は 異常 的 で , この 
堆積 前 に 一 時 的 な 侵 触 作用 が 行なわ れ , 
Moenkopi 層 及 びそ れ 以 前 の 地層 中 に 洪 
Ke. stream channel を 形成 し , この 部 
分 に Shinarump 層 の 最 下 部 た る 春 岩 が 
堆積 し て 居り , か か る 部 分 に ウラ ン 鉱 
床 の 発 達 が み ら れ る 。 故に 本 地域 ツウ 
ラン 人 鉱 の 探査 に は この 様 な channel 
を 構造 的 に 見 出す こと が 早道 で , 筆者 は 
この channel 発見 に 必要 な 事項 と し て 
堆積 構造 , 沈 積 構造 , 造 構 々 造 , 鉱物 分 
ti, 下降 水 の 影響 等 の 面 よ り 27 の 現象 
を 見 出し , その 各々 に つい て 説明 し て い 
る 。 な お この 人 鉄 床 は 一 応 epigenetic 
な も の と 考え られ , ウラ ン BM is HK 
UIT FF YOM BRICHKAL BR 
銅鉱 , pepe, Cv 7vBk, FVrrF 
Zee eeeL yey pay Seay 
JAG, tyuyamunite, FL, ERIK, 
ELLE BHAA WHA AARU 
BELAY PEF A, (Econ. Geol., 50, 170 
~175, 1955) EA] 
7834, Turkey, Eskisehir, Tas- 
tepe #AD7O—-LGMRU 1h OF 4p 
の 産出 Kromer, F. 

本 区 域 に は 古生代 の 片岩 及び これ に 接 
触 変質 を 与え る 蛇 彼 岩 及 び 顔 新 世 と 新 第 
三 紀 の 地層 が 分 布 す る 。 蛇 紋 岩 に は Hi 
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HERBAL TS, RHAOBEAMES 
源 と し て クロ ー ム 鉄鉱 , MOA ROBE 
ABRHS. クロ ー ム 鉄 鉄 は CrO。 で 
平均 46~48% で ある が が, 一 部 に は 
€r,05-50%, SiO, 4.6%;FeO 7% 
も の を 産出 する 。 本 地方 で は クロ ー ム を 鉄 
BRL, WBC EY S 岩石 中 へ クロ ー 
鉄鉱 結 品 が 分 結 し て EUR VY AMR 
FRC, その 後 の 造 構 運動 で BST SIE 
Diz, 傾斜 は 一 般 に TONE で ある が 下 
部 に は きか ず , 平均 の レン ズ 状 鉄 体 の 大 
さ は 廷 長 100 BR, 拡がり 27 5R, 市 20 
RCHS. し か し 区 域 東部 の Basoren 
D— SKIS CILIA SBE RR SER & を な 
L, 下部 は 150 aR ICT 4, YAS 
PRRDEGK LE L CHR OKA Clipertt OE 
主 層 に 首 わ れる 砂 質 粘土 中 に 産 し , BE 
土 鉄 は 蛇 統 岩 に 関係 する 鉱脈 中 に 産 し , 
6~15 ROMBHS. 分 析 結 果 は 次 の 如 
Wee MsO+CO, 195.5%. CaO 1.5%, 
Fe,0,+A1,0, 0.6%, SiO, 1.0%, 更に 
CN GAR ORT IERU 採掘 費 に 就 い 
て 述べ て あり , 例え ば 1948 年 に お いて 
クロ ー ム 鉄 鉄 は な Tastepe $l) Cix 8.49 
turkish lira/ton で ある 。 (Trans. 
ACUI MOE: Mining Br:,+ STOS 
~110, 1950) [鈴木 ] 
7835, Bolivia, Monserrat aD 
éashGe Gibson, R., Turneaure, F.S. 
ASAP EIT‘ YD 頁岩 団 層 と 砂岩 
層 よ りな り , 央 成 岩 は 附近 に 見 られ な 
Wo HRA TEA LTS GASKIRG 
地表 で は 1,600 Kee, =, 三 の 枝 脈 を 
HL, 下部 に 265 KD ERS, ZO 
脈 は あま り — HAN CRW F イル 鉄 
(PbS.SnS。) を 伴い , SKRHRAEARSK ME L 
て 石英 Fi 4 VGK, PRHRBAOK, BERGE 
Sh neh, HK, HA, WES, BW 
鉄鉱 , 黄銅 鉄 , MRMETR ENGR, FYGROK,® pe 
PRIA, WERKE USERRGER CS, 品 出 順序 


は 記載 の 順 で ある 。 こ の 中 最も ERAS 
も の は 亜鉛 の 硫化 鉱物 , BKM, he, 
FILANGROUBRC, 他 に 針 鉄 鉱 , 福 
KR KA RURAL. B 
ARIXRAD (CARB ROV, 次 いで ティ イ 
ル 鉄 の 生成 OF 4 4 NSIT AR 
FBGA OK RUM HERR BAER ICL SRR, 更に 
ERAS FT SLR, FAG, Hs, 
RRERUABRMICLSARN RAIA 
RRUBREG &ESCMRAD VIC LOT 
形成 さ Mo 

鉱物 の 共生 関係 か ら RS ¢ SKIRIS HS F 
り 深 く な い 浅 私 に お いて , BAD IC LER 
低温 で , それ に 続い て EM OEIRO EF 
BHO LBA SM, LOY BRIT V 
カリ 性 か ら 酸性 へ Ble ko MRS 
xenothermal の 録 床 に 相当 する 。 
(Trans SAS 1. Mok.) Mining. En 7187 
1071~1078, 1950) [鈴木] 
7836, Yellowknife greenstone 
belt CERERMRUL YA ORAL 
HERES Boyle, R.W. 


eS 


含 金 石英 脈 は 前 カン ブリ マ に 属す る 急 


傾斜 を な す 緑 色 岩 類 中 に 生じ た ERR 
(Ciel, 母 岩 は 鉱 体 を 中 心 と し て 応 酸 
塩 一 絹 雲 母 帯 , 炭酸 塩 一 緑 泥 石 帯 , 最 外部 
RUE A TL A RRORO TC 変質 を 受け 
て いる 。 BLO ORM POLAR 
と 右 英 脈 と の 関係 を , Hic 直角 方 向 及 び 
各 レ ベル に 就 い て 行 つ た 緑色 岩 類 と それ 
Hes SAR ir OND ROTE 2b FRC 
英 脈 の 成因 に 及 ん で いる 。 これ に よれ ば 
SiO, は 緑色 岩 類 より BRFLEC 石英 
脈 に 近 ず くに 従い 減少 し , K。0, Na,O, 
CO, Siac 増加 する 傾向 が ASSL 
り , RAP ORBLARME YO 拡散 に 
よる も の で は な いと 論ずる と 共に 当地 
tr Negus.part に 於 ける 緑色 岩 類 と 
FER ODT IE RU PR L BIRO HE 
BMY, ERROR eB LL tm 


抄 


| 
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BRS t REMORSE & 算出 比較 し 

BIC ER i PO ASEM Bd 深き と 共に 増 
加 す る 事 を 示し , 結論 と し て 当地 区 の 石 
英 脈 の 成因 は 圧 砕 帯 より の LBRO 
mEL, その 化学 変化 は CO。, H,O FS 
CARA ERT PO KRELRMRARA 
ERINL> 7M. Na.SiO,, K, SiO, 
SHER ONDER RIC 拡散 反応 し , 
ここ に 変質 帯 を 形成 する 一 方 生じ た 更 酸 
SHRI BONE Y ARE L CIB YH 
PRE 形 ず くつ た 。 (Econ. Geol., 50, 51 


~66, 1955) [田代 ] 
7837, Arizona, Santa Cruz 
County, Annie Laurie ウラ ン 鉱 埋蔵 
HBO WIEBE Anderson, R. 


Sie NeGbheiae lee By 

SURORRIE 中 生 代 の 砂岩 , 石灰 岩 
及び 頁岩 等 の 累 層 を 覆う 流 紋 岩 の 破砕 帯 
中 に レン ズ 状 と し て 用 胎 す る 不 規則 な 源 
BV 7VYRIRCHS. BIL OBR 
wreR TAB M, 主として Quercus 
emoryi & Quercus oblongifolia の 葉 を 
約 50 RECA KERIL CHK EL その 
放射 能 を alpha scintillation method 
で 測定 し て いる 。 これ に よれ ば 放射 能 カ 
ウッ ウント は 看 物 落 生育 する 基盤 の 地質 に よ 
OCH), RA LOMM Cie I~ 
10, 流 紋 岩 上 の も の は 20~30, RAY 
ラン 鉄 脈 附 近 の も の は 更に 高い 値 を 示し , 
これら 測 点 中 最高 カ み ウ ント の 点 を 結ぶ 方 
向 は 鉱脈 の 方 向 を 示す 。 ONS ORI 
この 地帯 に 於 ける 小 孔 所 疫 及び 地表 に よ 
る 放射 能 測 定 と 略 々 一 致す る が , 地下 水 
治 出 附近 で は カウ ント が 増加 し 又 同 一 場 
所 で る も 植物 の 種類 等 に よ つ て BAR ea 
Lito 結局 本 調査 は 植物 の 根 が 達する 地 
BPH 20 "ROHR OD HR LBA 
BMS. SNM 7 v GK 埋蔵 地帯 に 於 
ける 生地 化学 的 探査 は 植物 の 根 の 深 さ と 
発達 に 基づく 吉 に 小 防 堀 毅 に よる 放射 能 


測定 と 地表 で の 放射 能 測 定 の 両方 法 の 特 
$e Ob, 比較 的 減 い 表土 に Bpn rch 
帯 や 沼地 等 の 測定 に 適し て いる 。 (Econ. 
geol., 50, 227~232,.1955) (ar 


7838, Bia#RUROLERH 
Gussow, W.C. 


集 油 の 必要 条件 が , Be - BIE. aR 
源 岩 及び trap で ある こと に 論 は 換 た な | 
い が , も つと 碁 本 的 な 集 油 と 移動 の 時 期 , 
時 間 及 びそ の 場 の 問題 が , 今後 の 開発 を 
有効 な らし め る た め に 取り あげ られ る さ べ 
x PRA L725 2 ORR C Alberta 
平原 油田 地区 に つい て , Leduc, Nisku 
な どの 石灰 岩 油槽 を も つ Upper Devo- 
nian と Lower Cretaceous (Blairmore) — 
と の 問 の 間隙 の 問題 , これ ら の 地層 に 及 
ば し た Appalachian, Nevadan 及び 


Laramide orogeny に よる regional dip 
の 解析 , それ ら の lithification と basal 
Cretaceous 後 の 堆 積 に よる compac- 
tion を 論じ , Blairmore の 終り に は 
FEEDER LIGA ERS, 更に 引 続 
いた 堆積 に よる differential compac- 
tion が primary migration を る も たら 
し た が Colorado time (Upper Creta- 
ceous) まで に 油 と ガス の 大 部 分 の 集積 
が が あり, その後 は Eocene の 終り まで 
BSAMRIN HIE DILL SHEN 
運動 の 中 か ら 解 明 し た 。 この 集積 と 移動 
の 時 期 を 示す べき 妥 因 を 例 挙 すれ ば 次 の 
よう で ある 。 (1)—compaction; 即ち 埋 
没 深 度 の function で あぁ あり, $72, 根源 
層 か ら の 油 の 初 次 の 移動 乃至 は Va eK 
本 する 。 (2) 一 time of regional tilt; Bp 
% lateral 若しくは secondary migra- 
tion "を 起因 する 。 (3)— hydrostatic 
pressure; 即ち trap 及び gas の capa- 
city を 支配 し , final accumulation の 
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最も 初期 を 決定 づけ る 。 (4) 一 time of 
formation of traps, (5)—satulation 
or bubble point pressure; 即ち mi- 
gration の と き の 埋 没 深 度 の function 
で あぁ あり final accumulation の 時 期 を 決 
Sit 4, (6)— history of lithologic 
development; 即ち 硬化 の 時 期 , 云わ ば 
secondary porosity の 時 期 な どの 問題 
で 以上 の よう な 各 段 陰 に つい て BHT A 
xGHS_ (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 39, 547~574, 1955) [加藤 ] 
7839, Texas Gulf Coast 地域 の 
piercement-type #84? —AmeeE 
AS LORR Halbouty, M.T., Ha- 
edin, GO, sf R. 

Texas, Louisiana My HIRT ISG 
327; piercement-type Ole F-—22S 
117 個 に も 及び , これ ら の 中 San Felipe, 
Davis Hill, Long Point な どの よう に 
僅か に 産油 する も の か ら , Sour Lake, 
Hull, Spindletop の よう な fees 
Vy (1954 #1 AL AEC) WED 
産油 する も の まで が ある 。 同じ タイ プ の 
構造 で 産油 量 に これ 程 の 差違 の ある こと 
が 問題 と な る が , 少く と も 岩塩 自体 或 は 
その キャ ツ プ の 深き さ , BRU 体積 が これ 
と は 無関係 で ある 。 筆者 等 は 海 内 平原 地 
域 の 24 個 の ドー ム に つい て KR Frio: 
formation 方 向 12 個 , Yegria forma- 
tion 方 向 の も の 12 個 , Frio formation 
最上 限 か ら の structural uplift と その 
高まり の 部 分 の 面積 と に 落 目 し て “area- 
uplift factor” ZAZ%XDeBR LZ, Bll 
ち 前 掲 の Frio formation trend に 属す 
る Spindletop ドー ム に つい て は , (2.800 
feet of uplift on Frio) (50 square 
miles affected)/100=1,400, 同じ く 
Long Point ドー ム に つい て は (800 
feet of uplift on Frio) (10 square 
miles uplifted)/100=80 に よ ょ つて 夫々 


あぁ あらわさ れ , 産油 量 と この facor + OF 
の 視 互 の 関係 が Frio ドー ム 群 に つい て 
は 一 定 の 曲線 で あぁ あらわさ れる こと が 判っ つ 
だ た 。 この 様 に し で Yegria F—ARIZO 
いて る 図示 され ; この 新しい 試み が 今後 
の 開発 に 役立つ こと の 大 きい こと を 強調 
Liz, (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
39, 697~711, 1955) [加藤 ] 
7840, FERBROBIREHA ( 甚 の 一 ) 
コロ ム ピ ビア, ヴ エ ラス キー ズ 油 田 の 互 油 , 
母 層 Olson, W.S. 

南ア メリ カコ ロム ビア の | 中 部 マグ ダレ 
ナ 谷 に ある ヴェ ラス キー ズ 油 田 は RE 
第 三 紀 の 堪 積 盆地 で , 約 8000 ROBS 
を 持つ 陸 成 の 堆積 層 か ら 成 り , Manes 
盤 岩 を 不 整 合 に お う て い る 。 COBRA 
層 は 全く 海 成層 爽 在 の 証拠 な く , 有機 物 
は 殆ど 含ま れず , この 堆積 物 の 堆積 中 に 
右 油 根源 物質 が 生成 含有 され た と は 老 え 
HE, 5K CORDED INT AV 
PAYVDYINCH4ANAN FEHBtc £Y 
SREXNRABMOTIVY IE (この 
油田 の 最も 近く に ある 海 成層 ) が 石油 の 
根源 層 で あろ う 。 第 三 紀 層 人 が 厚く 堆積 し 
た だ たため その 重 ぐ ど 犬 量 の 塩水 に より 9 イィ 
VY J BQH S 1, その 結果 石油 が し 
wowhxan, FYTFFAVYT DARA 
整合 面 に 沿う て 移動 し , BanBOAR 
砂岩 に 集積 し た も の で あぁ ろう 。 し か し 勿 
論 ベ ル タ 断 層 の 生成 し た 時 期 よ り は 早期 


に 移動 し た も の で あろ ら 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 38, 1645~1652, 
1954) ‘seal 


7841, BRAY 7+ LI PHBE 
f& Emery, K.O. 

南部 タリ フォ ルニア 及び メキ シコ 海底 
環境 の 探査 を 目的 と し て 21 SHORT 
多く の 試料 を 控 集 し て median diame- 
ter, sorting coefficient, CaCO。% 用 
び organic matter % に つい て その 特 


ip 


録 547 


性 を 約 2600 箇 に つい て 環境 別に 表示 し 
て いる 。 次 に 環境 別に 21 の 項目 に つい 
て , その 起源 に つい て 簡単 に まとめ て い 
Ao 環境 と し て は coastal soils, mud- 


fow, cave dust, meteoritic dust, 


playa lake floors, perennial lake 
floors, stream beds,. stream loads, 
dunes, marshes, beaches, mainland 
shelves, island shelves, tops, strait, 
basin slopes, Pliocene shales of Los 
angels basin basin, basin floors, 
continental slope, globigerina ooze, 
red clay に 分 けた 6 (Jour. Sed. Pet., 


24, 50~59, 1954) 「 阿 部 


= 
ペー ヘー ンー 


x 業 鐘 D 
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7842, 百 祝 戸 一 コラ ンダ ムー スピ ネル 
RUBBE -ELROALB—AERILO 
=RAX~ Schairer, J.F. 
K,O--MgO.-Al,O,-SiO, 四 成 分 系 に 
含ま れる 下記 の 三成 分 系 と AA—Z 
ビ ネ ル 二 成 分 系 の , 急冷 法 に よる 実験 結 
果 を の べた 。 Athe—Z EH VISE 
係 に あり 共 融 点 は 1553°45°C で , その 
成分 は Le 11.5, Sp 88.5wt% GHA, 
BABA a FY ダム ー ス ビ ネ ル 系 RO 
Cyt Le. 88:0, Co-L:5,"Sp 105%. o 
点 に 共 融 点 (1543°45°) が ある 。 KL 
Aigo Eb AA ACAVA OH 
融点 は 1473°+5° で , その 成分 は Le 
74.0, Fo 18.5, Sp 7.5%. tChS, 
但し Le, Sp, Co, Fo KARA, A 
CHAI, コラ ンダ ム , BARA THbD 
OUI Cer. Soc:, ISL 


158, 1955) : BI 
7843, ABILRFZSKEROWR 
Noda, T. 


日本 で 合成 雲母 の 研究 は 1938 年 か ら 
行わ れ て いる 。 最初 Kd LAV MK 


分 の 研究 が 行わ れ , 次 いで ERR A: 6 RE 
malGd Sake, 成長 速度 等 に 関す る 多く 
の 研究 が 行 われ た 。 KMgsAlSisO,。F。 
(Ph)--KAISi,O,(Or)-MgF, 系 に 於 いて 
tx, Ph80, MgF, 15, Or5% の 成分 の 
類 融 体 か ら 最 も 大 き な 金 雲母 の 結晶 が 得 
られ , その 品 出 温度 は 1348°, BSAA IC 
平行 な 方 向 に 於 ける 成長 速度 は 分 間 に 

10°~10+cm #E CE Z SEE 
KMg,A1Si,0,.F, Of, その Mg, Al 
の = 部 を WB EB ee Cos 1a, Na; 
Mn 等 で 置換 し た 種々 の 同形 雲母 を 合成 
し , これ 等 の 雲母 の 結晶 形 , 屈折 率 , 化 
学 成分 , 電気 的 , FANE AS © eMC ae 
Az. (Jour. Am. Cer.-Soc.,°38, 147 


~152, 1955) EAI 
7844, BaO-TiO, % Kase, DE, 
Roy, R. 


BaO:-TiO, 系 の 中 間 成 分 と し て Bay 
TiO,, BaTiO,, BaTi,O,, BaTi,O,, & 
び BaTi,0O, © 5 MOF VY BRE 
在 す る 。 こ の 中 congruent MeRhe TT 5 
の は BaTiO, RWC, 4 O VSR 
1618°C G4, BaTi,O, yx 1322° @ 
BaTiO, LRA (L) に 分 解 し , Ba 
Ti,O, t 1357° @ BO 
BaTi,Q, ix 1428° @ TiO, t Lacs 
PAYERS So Ba,TiOg の 疾 融 状態 は 不 
明 計 ある Ba OB Oa 
Ti,O; と BaTi,O, と は 共 融 関係 に あり , 
夫々 の 共 融 点 は 1563° 及び 1317° CH 
4, BaTiO, の cubic-hexagonal 転移 
mix 1460° と 決定 され , その 転移 は 可 
VICHY, 転移 点 は 少量 の TiO, OF 
加 に より , 鋭敏 に た に 上昇 する 。BaTiO。 結 
卓 を 作る 場合 BaTisgO。 と 共 品 を 作 つ た 
り , ARO BaTiO, が 上 品 出 し た り 
する 恐れ が ある 。 これ を 防ぐ た め に 僅 
か に 過剰 の TiO。 を 含有 させ る と よい 
(例え ば ssmolY% TiO;)5 CO 45 BIE 


抄 48 & 6 MU RAB sé 


合 物 か ら は BaTiO, の lcm 大 の 単 結 
側が 容易 に 得 ら れる 。 (Jour. Am. Cer. 
Soc., 38, 102~113, 1955) [長谷 川 ] 
7845, CaO-‘'FeO’’-SiO, KicRlt 
BE Se BEE OF A &H Allen, 
W.C., Snow,R.B. 

この 系 の SiO, に 富ん だ 部 分 は 既に 多 
く の 研 究 が 行わ れ て いる 。 筆者 は CaO, 
FeO に 富 を な 部 分 に つい て N24 CO, 
CO, 気流 中 で 急冷 波 を 用 いて 研究 を 行 つ 
た その 結果 7 次 の に と を 確 め た 9 (1) 
Ca,SiO,-FeO (wiistite) 系 に 於 いて は 
12902 -22°C NT SE FeO 7 My Ve 
pseudo-binary MARIA AHO, (2) Ca 
FeSiO, (ironmonticellite)-FeO 系 に 於 
いて る も pseudo-binary OFEBABEKAS H 
り , その 共 融 点 は 1200°s 2°C, 成分 CaO 
OO Re OO SUOMIENRE 
CaFeSiO。 の 帳 融 点 は 1211? 上 2°C で あ 
So (3) Fe,SiO, (fayalite)-FeO jo 
融点 は 1177°+2°C, Aya “FeO” 
FOG Os TE.O YE (MEO S01, 
Fes 3.696, SiO; 249%) Gy) Besst 
O, Ovstyaie 1204°+2° で ある 。 (A) 
CaO-FeO 系 の 中 間 成 分 と し て calcium 
ferrite } calciowiistite -} 2H YU, 
CaO 中 に は 固溶体 と し 約 10% の 
“FeO”, FeO 中 に は 的 28% © CaO 
を 含み 得る 。 (5) 最後 に 以上 の 結果 と 
Bowen, Schairer, Posnjak 等 の 研究 
と 総合 し て CaO-"FeO"-SiO。 三成 分 系 
の 状態 図 を 画 い た 。 この 系 に 於 いて Cag 
Si,0, の せま い 区 域 が あら われ る こと が 
明らか に され た 。 M ternary OF wre 
存在 し な い 。 (Jour. Ams Cer. Soc., 
38, 264~280, 1955) RAI 
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7846, BBKCKEAIBRROP WAY 


金属 の 定量 Edwards, G., Urey, Hage 
Tk CHEFIHSE SIRS MEME BAM, ZZ 
OM KE ROR EAL T 気化 する 試料 
(EERRYE) 2 > OBL MAIP HEC 7a bre 
VDEIDEAN7 } NERC 定量 する 。 
岩石 中 の アル カリ を 定量 し た 結果 を 記載 
し , そ の 装置 と 実験 方 法 に つい て くわ し さく 
の べ て 詳 述 し て いる 。 酸化 の 形跡 の な い 
球 題 随 石 (炭素 質 の も の を 除く ) の 曹達 は 
最小 0.68, 最大 Q.74% で , 加里 は 0.084 
& 0.095% OH So SR Ue 
MC OBRFAIBA Cis ela) 0.47, 最 
大 0.74%, 平均 0.67%, 加里 は 最小 
0.058, 最大 0.102%, 平均 0.085% で , 
一 般 に 族 素 質 球 題 随 石 で は アル カリ が 他 
の も の に 比べ て 少く , FERRIBA CLS 
し く 組 成 が 変化 する 事 が 分 つた 。 (Geo- 
chim’. -Cosmochim. . Acta.,- SA 
~168, 1955) : [年 田 ] 


7847, フェ ロマ ン ガ ン の 中 の Mn の 
定量 法 Gots, H., Watanabe, S. 
Mn を 過 硫 酸 塩 で 酸化 し MnO,’ と 
L. one Fe Cz UT Mn tee 
する 方 法 に つい て 酸 の 濃度 , RRO 添加 
量 , Mn の 含量 , (NH』)。 S20。 の 添加 
量 等 に つい て 吟味 し た 。 試料 0.25g を 
HNO, GAH Lr, 10cc の H,SO, 
(1:1) を 加え 蒸発 し , これ を 水 で 500cc 
に 稀釈 し この 50cc を と り , HySO, (1:1) 
40cc, 2% AgNO, Scc, HzPO,10cc を 
mAKC 400cc (REAR L, (NH,),S,0. 
SS を 加え て 煮沸 する 。 完全 に S20,” を 
分 解 し た 後 , 0.IN (NH,),SO,-FeSO, 
We icmMzA, これ を O.INKMnO, 
で 滴定 する 。 この 定量 法 は 鉄 , フェ ロマ 
ン ガ ン 等 の 金属 中 の Mn 定量 潜 と し て 吟 
味 さ れ た も の で ある が , マン ガン 釣 石 や 
KPO Mn の 直接 定量 潜 と し て る も 利用 
G@X4_ (Sci. Rep. Res. Inst. Tohoku 
Univ., A, 7, 17~22521955) [Sai] 


HD ee 


75am i ee ee 
BEEK SES ALE Ie HOURS ODE 


実 Be GOMER, FW. oh Ke 
用 LCRiRDES IME. PER, sbi Teese 
B6-459H 450F) 〒40 COS CR ANG fg 28 


第 二 編 で は 鉱床 , 地質 , 
苦 政 に 関す る 必要 な 図 雪 を 最大 限 に 収録 し ; 第 三 Sea G nO WER EME 
RUC OR, 第 四 編 で 結晶 形態 及び 図表 第 五 編 庄 表 及 び 講 法規 , 
人 HN ie iat 2 om EE Be a 
0 Te £4, — x ha 4, aE 元 ョ 2N 
= io (tS Bie & ime Kk oe 硫黄 の 酸化 物 , be 
se A5・270 頁 350 円 +40 素 族 元素 等 の 性 質 , 反応 , 応用 
= us, z を 判り 易く 説く 【 後 編 ・ 鑑 定 
vV 和民 実験 〕 各種 鉄 石 に 含ま れる 鉱物 の 種類 含有 量 に 関す る 実 険 事項 , 叉 
鑑定 の 為 に 必要 な 鉱物 の 物理 性 , 形態 ) 結晶 , 分 類 を 述べ , RBH 
ーー 
sk 2 UG TN に 深 
rs 学 の 間 に OWE 
e RR RMR 
AB. ap = 1 容 は 元素 の 周期 律 いそ の 
RE TT REA UES 元素 
電 振 東 抽出 に は 何 が 最も 有利 な 鉄 物 で ある か , 叉 抽出 する 場合 の 化学 , KE 
=. 生産 に 当 つ て の 最も BW LHP ELBA TH S 学生 , 技術 者 に 
a rr a 欠く べから ざる 参考 書 。 
ee iat cae 
ニニ へ Fah 
nl Sy Hi BS Rie |= SER MILA AM 
S_4 apg 理 博 河村 文 一 著 HORE 理 博 河村 文 一 著 
—= - 4308 600K +569 A5・208 頁 2204 7329 
=F Ke ah ik BP ete RN t Bie 
OO— PREAAE 理 博 河村 文 一 A.L. ELDER # 河村 文 一 
BES A5- 358. 38075 740 A5- 174A 250A) 7329 
ARM SSA ( 五 十 音 順 ) 
阿部 宏 阿部 ER 石井 清彦 "植田 良夫 AR KB 


加藤 Bk +S ah BH SE BH 光夫 SK RE 
鈴木 "光郎 TR 8B AA He RANCH Bi 措 
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